
6 月 29 日、仙北市消防訓練大会が落合運動公園駐車場で開催
され、日ごろの訓練の成果を競いました。（関連記事 18 ページ）
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

令和7年国勢調査を実施します 【問合せ】企画政策課 （田沢湖庁舎） ☎43-1112

▶総務省・秋田県および仙北市では、5年に 1度の日本で
最も重要な統計調査「国勢調査」を実施します。

▶国勢調査は、令和７年10月1日現在、日本に住んでい
るすべての人と世帯が対象です。

▶９月下旬ころから、調査員が皆さまのお宅を訪問し、調
査書類をお配りします。

▶回答は、スマートフォンやパソコンからかんたん便利な
インターネットでお願いします（郵送提出または調査員
への提出も可能です）。

▶スマートフォンからの回答は、二次元コードを読み取る
ことで簡単にログインできます。ID やパスワード（ア
クセスキー）の入力は不要です。

▶��国勢調査の結果は、国や地方公共団体だけではなく子育
て支援への利用、防災対策への利用、企業などでの利
用など、わたしたちの身近な暮らしに使われています。

●�インターネット回答期間／
　9月20日㈯ ～ 10月8日㈬
●�調査票（紙）での回答期間／
　10月1日㈬ ～ 10月8日㈬
※�国勢調査をよそおった詐欺や不審な調査にご注意ください。

調査員は、その身分を証明する『国勢調査員証』を携帯してい
ます。

※�国勢調査は、統計法によって、回答する義務（報告義務）が定
められています。

国勢調査については、「国勢調査
2025 キャンペーンサイト」を
ご覧ください。

→

　
現
在
、
水
道
料
金
の
改
定
に
よ
り
、
毎
年
段

階
的
に
料
金
を
変
更
し
て
い
ま
す
。
９
月
か
ら

経
過
措
置
２
年
目
と
な
り
、
同
水
量
で
も
料
金

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
水
道
料
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道

お
客
様
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※�

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
水
道
料
金
早
見
表
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

【
問
合
せ
】水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
２    

水
道
料
金
早
見
表
は

こ
ち
ら
→

　
水
道
の
使
用
を
開
始
・
中
止
し
た
り
、
使
用

者
の
名
義
変
更
を
し
た
り
す
る
際
は
水
道
使
用

異
動
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
特
に
、
水
道
の

使
用
を
開
始
す
る
際
は
、
直
前
の
届
出
と
な
る

と
開
始
日
時
な
ど
の
ご
希
望
に
沿
え
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
異
動
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
で

き
ま
す
。

水
道
の
届
出
は
お
早
め
に

【
問
合
せ
】水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
２

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は

こ
ち
ら
→

市
制
20
周
年
記
念
事
業

Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ 

２
０
２
５「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」公
演

【
問
合
せ
】市
民
会
館
☎（
43
）３
１
４
３

　
市
制
20
周
年
を
記
念
し
て
、
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
民
会

館
で
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
10
月
4
日
㈯ 

16
時
30
分
開
演

（
15
時
45
分
開
場
）

●�

日
時
／
仙
北
市
民
会
館（
仙
北
市
田
沢

湖
生
保
内
字
武
蔵
野
１
０
５-

１
）

●�

出
演
／
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ

●�

入
場
料
／
全
席
指
定　

　
大
人
：
７
５
０
０
円（
税
込
）

　
子
供
：
４
０
０
０
円（
税
込
）

※�

子
供
料
金
は
18
歳
未
満
、
高
校
在
学
中
は
18

歳
も
可
。

※�

６
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
は
入
場
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

●�

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
／

・
田
沢
湖
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー「
フ
ォ
レ   

　
イ
ク
」

・
仙
北
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー「
角
館
駅

　
前
蔵
」

・
ブ
ッ
ク
イ
ン
１
０
５

・
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト【
Ｌ
コ
ー
ド
：　

　
２
２
７
２
０
】

市
制
20
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　
「
世
界
高
血
圧
の
日　
市
民
公
開
講
座
」

【
問
合
せ
】保
健
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
５
２

　
市
制
20
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
世
界
高
血
圧
の
日　
市
民
公
開
講
座
」が

７
月
13
日
に
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

ク
リ
オ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
日
本
高
血
圧
協
会
理
事
長
で

大
阪
労
災
病
院
総
長
の
樂
木
宏
実
先
生
や

秋
田
大
学
大
学
院
循
環
器
内
科
学
講
座
の

佐
藤
和
奏
先
生
を
迎
え
、
ま
た
開
会
に
あ

た
っ
て
は
秋
田
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の

渡
邊
博
之
病
院
長
に
講
座
の
概
要
説
明
を

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
貴
重
な
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
78
人
が

参
加
し
、
減
塩
や

早
朝
高
血
圧
の
危

険
性
、
一
度
悪
化

し
た
血
管
や
心
臓

は
元
に
戻
ら
な
い

と
い
う
内
容
の
講

演
に
聞
き
入
り
、

自
身
の
健
康
に
つ

い
て
振
り
返
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
差
額
通
知
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】国
保
市
民
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
６

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ

と
に
よ
り
、
自
己
負
担
額
を
５
０
０
円
以

上
削
減
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
方
に「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」

を
8
月
中
に
送
り
ま
し
た（
次
回
２
月
送

付
予
定
）。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

と
は
、
最
初
に
作
ら
れ
た
薬（
新
薬
：
先
発

医
薬
品
）の
特
許
が
切
れ
て
か
ら
作
ら
れ
、

新
薬
と
効
き
目
や
安
全
性
な
ど
が
同
等
と

認
め
ら
れ
た
安
価
な
薬
で
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

に
あ
た
っ
て
は
、
主
治
医
や
薬
剤
師
に
十

分
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
制
20
周
年
記
念
事
業 

第
38
回 

生
保
内
節
全
国
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】生
保
内
節
全
国
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局 

☎（
43
）３
１
４
３

　
田
沢
湖
生
保
内
で
生
ま
れ
、
歌
い
継
が
れ
て

き
た
生
保
内
節
。

　
今
年
も
出
場
者
た
ち
の
美
し
い
唄
声
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

●�
日
時
／
9
月
28
日
㈰　
8
時
30
分
開
会

　

�「
一
般
の
部 

予
選
・
決
勝
、
年
少
者
の
部 

決

勝
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
表
彰
」    

●�

場
所
／
仙
北
市
民
会
館《
入
場
無
料
》

●�

ゲ
ス
ト
／

　
第
37
回
大
会
優
勝
者　
高
橋　
惇　
　

　
第
20
回
大
会
優
勝
者　
深
瀬　
康
子

　
公
益
財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会
秋
田
仙
北
会

●�

出
場
予
定
者
数
／
一
般
の
部
１
０
５
人

　
　
　
　
　
　
　
　
年
少
者
の
部
15
人

市
制
20
周
年
記
念
仙
北
市
文
化
祭「
作
品
募
集
」

【
問
合
せ
】各
地
区
担
当
公
民
館

　
仙
北
市
民
の
日
ご
ろ
の
芸
術
文
化
活
動

や
公
民
館
講
座
・
自
主
講
座
な
ど
の
学
習

成
果
を
披
露
す
る「
市
制
20
周
年
記
念
仙

北
市
文
化
祭
」を
開
催
し
ま
す
。
地
域
の

方
々
が
取
り
組
ま
れ
た
個
性
あ
ふ
れ
る
力

作
を
個
人
・
グ
ル
ー
プ
を
問
わ
ず
募
集
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
各
地
区
の
担
当

公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
広
報
10
月
号
で
ご
案
内

し
ま
す
。

●�

角
館
地
区
／

　
期
日
：
10
月
11
日
㈯
、
12
日
㈰

　
場
所
：
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

　
担
当
：
角
館
公
民
館
☎
54
‐
１
１
１
０

●�

田
沢
湖
地
区
／

　
期
日
：
11
月
1
日
㈯
、
2
日
㈰

　
場
所
：
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

　
担
当
：
田
沢
湖
公
民
館
☎
43
‐
１
０
６
１

●�

西
木
地
区
／

　
期
日
：
11
月
1
日
㈯
、
2
日
㈰

　
場
所
：
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

　
担
当
：
中
央
公
民
館
☎
43
‐
３
５
３
５

　
仙
北
市
制
20
周
年
を
記
念
し
仙
北
市
文

化
祭
は
、
11
月
１
日
㈯
仙
北
市
民
会
館
で
、

芸
能
発
表
を
３
地
区
一
堂
に
会
し
行
い
ま

す
。
ま
た
、
各
地
域
で
の
賑
わ
い
を
創
出

す
る
た
め
に
作
品
展
示
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
各
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147月のマイナンバーカードの時間外交付日 ( 要予約）は 2410日 日 詳細はこちらから→・▼ 　

角
館
の
お
祭
り
期
間
中
の
交
通
規
制
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
車
許
可
証
の
発
行
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】観
光
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
５
２

　
９
月
７
日
～
９
日
に
開
催
さ
れ
る
角
館

の
お
祭
り
期
間
中
は
、
角
館
町
内
の
一
部

が
全
車
両
通
行
止
め
と
な
る
交
通
規
制
区

域
が
あ
り
ま
す
。
規
制
区
域
内
に
住
居
や

勤
務
先
が
あ
る
方
は
、
武
家
屋
敷
通
り
臨

時
駐
車
場
お
よ
び
市
役
所
角
館
庁
舎
第
２

駐
車
場
の
駐
車
許
可
証
を
発
行
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
次
の
と
お
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●�

受
付
場
所
／
観
光
課（
角
館
庁
舎
2
階
）、

仙
北
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー「
角
館
駅
前

蔵
」

●�

受
付
時
間
／
9
時
～
17
時

※�「
角
館
駅
前
蔵
」は
、土
・
日
曜
日
も
対
応
可

能
。

●�

そ
の
他
／
車
両
ナ
ン
バ
ー
を
控
え
て
き

て
く
だ
さ
い
。

　
（
例
）秋
田
○
○
○　
あ　
○
○
○
○

�

●�

問
合
せ
／
観
光
課
☎
43
‐
３
３
５
２

　

�

仙
北
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー「
角
館
駅

前
蔵
」☎
54
‐
２
７
０
０

9

定住対策補助金のご案内

角
館
祭
り
の
や
ま
行
事 

佐
竹
北
家
上
覧
と

                

お
や
ま
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す

【
問
合
せ
】文
化
財
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
８
４

　
18
台
の
曳
山
は
、
囃
子
と
手
踊
り
、
そ

し
て
人
形
な
ど
装
飾
が
毎
年
変
わ
る
出
来

映
え
を
、
佐
竹
北
家
当
主
へ
披
露
し
ま
す

（
上
覧
）。
武
家
屋
敷
が
建
ち
並
ぶ
通
り
の

北
側
に
あ
る
旧
石
黒（
恵
）家
を
会
場
に
行

わ
れ
る
上
覧
の
際
に
、
賑
や
か
な
お
囃
子

と
艶
や
か
な
手
踊
り
の
技
術
向
上
を
目
的

と
し
た
、
お
や
ま
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
も
同

会
場
で
開
催
し
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
各

方
面
の
有
識
者
で
構
成
さ
れ
た
審
査
員
が

採
点
し
、
最
も
優
れ
た
団
体
に
は
秋
田
県

知
事
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

●�

日
時
／
9
月
8
日
㈪
10
時
～
17
時
30
分

●�

場
所
／
旧
石
黒（
恵
）家（
仙
北
市
角
館

町
表
町
上
丁
1
）

●�

表
彰
式
／
9
月
9
日
㈫　
12
時
よ
り

※�「
立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
実
行
委
員
会
本
部

前
」で
行
い
ま
す
。

　

田
沢
湖
を
ア
ウ
ト
ド
ア
の
聖
地
に

Ｔ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ 
２
０
２
５　
開
催

【
問
合
せ
】交
流
デ
ザ
イ
ン
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
５
３

　
水
深
日
本
一
の
田
沢
湖
を
舞
台
に
、
自

然
と
ふ
れ
あ
う
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト

「
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｗ
Ｅ
Ｅ

Ｋ 

２
０
２
５
」を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
田
沢
湖
の
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
認
知
と
、
環
境
問
題
に
目

を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
イ

ベ
ン
ト
期
間
中
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体

験
し
た
方
と
共
に
湖
畔
の
清
掃
活
動
も
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
多
彩
な

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
加
え
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
の
飲
食
ブ
ー
ス
も
出
店
し
ま
す
。
自

然
の
魅
力
を
体
感
し
な
が
ら
、
田
沢
湖
の

今
と
未
来
に
出
会
う
1
週
間
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●�

開
催
期
間
／
９
月
22
日
㈪
～
9
月
28
日
㈰

●�

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
／
９
月
27
日
㈯
・
9
月

28
日
㈰

●�

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催
場
所
／
田
沢
湖

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場「
縄
文
の
森
た
ざ
わ

こ
」

●�

主
催
／
秋
田
ア
ウ
ト
ド
ア
ベ
ー
ス

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→

敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
１

　
仙
北
市
で
は
満
80
歳
の
方
に
敬
老
祝
金

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
９
月
15
日（
老
人

の
日
）以
降
、
対
象
者
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
贈
呈
は
、
地
域
の
民
生
委
員
に

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
祝
金
対
象
者
は
、
昭
和
19
年

９
月
16
日
～
昭
和
20
年
９
月
15
日
生
ま
れ

（
80
歳
）の
方
で
、祝
金
額
は
５
千
円
で
す
。

※�

９
月
15
日
現
在
、
仙
北
市
に
引
き
続
き
３
年

以
上
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い
る
方
へ
の
贈

呈
と
な
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
０

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
身
体
ま
た
は
精
神（
知
的
を
含
む
）に

障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
父
母
な
ど
を
対
象
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育

手
帳
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、
同
程
度
の

障
が
い
が
あ
る
と
秋
田
県
か
ら
認
定
さ
れ

る
と
、
請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

●�

支
給
額
／

　
1
級（
重
度
）月
額
５
６
８
０
０
円

　
2
級（
中
度
）月
額
３
７
８
３
０
円

●�

申
請
手
続
き
／
①
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
に
、
障
が
い
の
程
度
が
該
当
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
②
特
別
児
童
扶
養

手
当
用
の
診
断
書
に
証
明
し
て
も
ら
う

（
用
紙
は
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
や
医

療
機
関
に
あ
り
ま
す
）。
③
必
要
書
類

（
※
）を
そ
ろ
え
て
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
に
提
出
す
る
。

※�

認
定
請
求
書
、
振
込
先
口
座
申
出
書
、
戸
籍

謄
本
、
住
民
票
謄
本
、
診
断
書

●�

所
得
制
限
あ
り
／
申
請
者
、
配
偶
者
、

同
居（
世
帯
が
別
で
も
対
象
）の
扶
養
義

務
者
の
所
得
が
制
限
内
で
あ
る
こ
と
。

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
別
に
す
る
児
童
を
養
育
す
る

父
母（
ひ
と
り
親
）や
、
父
母
に
代
わ
っ

て
養
育
す
る
方
、
障
が
い
で
就
労
で
き
な

い
配
偶
者
が
い
る
方
な
ど
を
対
象
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。
申
請
す
る
こ
と
で
支

給
さ
れ
ま
す
の
で
、
対
象
の
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

児
童
の
対
象
年
齢
／
18
歳
未
満
の
児
童

が
18
歳
に
な
る
最
初
の
３
月
末
ま
で
が

対
象（
中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
場

合
は
20
歳
未
満
ま
で
）。

●�

支
給
要
件
／
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
こ
と

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
程
度
の
障
が
い
の

　
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
の
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い

　
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

　
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

　
い
る
児
童

⑧
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑨
棄
児
な
ど
で
父
母
が
い
る
か
い
な
い
か

　
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

※�

①
③
は
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●�

所
得
制
限
あ
り
／
申
請
者
、
同
居（
世

帯
が
別
で
も
対
象
）の
扶
養
義
務
者
の

前
年
中
の
所
得
額
や
養
育
費
な
ど
に
よ

り
、
手
当
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
年
金

額（
障
害
基
礎
年
金
な
ど
は
子
の
加
算
分
の

み
が
対
象
）が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い

場
合
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
が

受
給
で
き
ま
す
。

●�

支
給
額（
所
得
と
扶
養
人
数
に
よ
り
算

定
）　
／

▼�

全
部
支
給
：
子
1
人
目
４
６
６
９
０
円

▼
全
部
支
給
：
2
人
目
以
降
１
１
０
３
０
円

▼�

一
部
支
給
：
子
1
人
目
１
１
０
１
０
円

～
４
６
６
８
０
円

▼�

一
部
支
給
：
２
人
目
以
降
５
５
２
０
円

～
１
１
０
２
０
円

●�

申
請
手
続
き
／
支
給
要
件
に
該
当
す
る

こ
と
を
確
認
し
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
に
面
談
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※�

支
給
要
件
に
必
要
な
も
の（
支
給
要
件
に
よ

り
追
加
添
付
あ
り
）は
認
定
請
求
書
、
戸
籍

謄
本（
請
求
書
、
児
童
）、
通
帳
コ
ピ
ー
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
年
金
番
号
で
す
。

「
紙
お
む
つ
の
定
額
利
用
サ
ー
ビ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
８
０

　
仙
北
市
で
は
、
子
育
て
環
境
充
実
の
た

め
、
市
内
の
保
育
園
・
こ
ど
も
園
へ
の「
紙

お
む
つ
定
額
利
用
サ
ー
ビ
ス（
お
む
つ
の

サ
ブ
ス
ク
）」導
入
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
保
護
者
や
保
育
士
な
ど
の
負
担
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
今
後
の
導
入
検
討
や
事

業
者
選
定
の
参
考
と
す
る
た
め
、
保
護
者

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
伺
い
ま

す
。

●�「
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
」と
は
／
保
育
園

で
使
う
紙
お
む
つ
を
、
毎
月
定
額
で
使

い
放
題
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
保
護

者
の
皆
さ
ま
に
よ
る
お
む
つ
の
持
参
や

記
名
な
ど
の
管
理
が
不
要
に
な
り
、
登

園
時
の
荷
物
や
準
備
の
負
担
軽
減
、
保

育
士
な
ど
の
業
務
効
率
化
の
効
果
が
高

い
と
多
く
の
保
育
園
・
自
治
体
で
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

調
査
対
象
と
方
法
／
市
立
・
認
定
こ
ど

も
園
に
在
園
中
の
0
～
2
歳
児
の
保
護

者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
０

44Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations55 2025- 92025- 9広報せんぼく広報せんぼく



市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

水
田
渇
水
対
策
費
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】農
林
整
備
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
７

　

仙
北
市
内
に
お
い
て
も
７
月

以
降
、
気
温
の
高
い
日
が
続
き
降

水
量
も
平
年
よ
り
少
な
い
た
め
、

例
年
並
み
の
取
水
が
困
難
な
地

域
が
各
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

農
業
用
水
不
足
に
よ
り
水
田
渇

水
対
策
を
自
費
で
講
じ
た
団
体

お
よ
び
農
業
者
を
対
象
に
市
独

自
の
補
助
と
し
て
、
水
田
渇
水
対

策
事
業
費
補
助
金
を
交
付
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●�

補
助
対
象
者
／
７
月
以
降
に
渇

水
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
農
業
者

の
方（
期
間
：
７
月
１
日
か
ら

８
月
31
日
ま
で
）

●�

ポ
ン
プ
購
入
事
業
補
助（
ポ
ン

プ
を
新
規
で
購
入
さ
れ
た
方
）

／
ポ
ン
プ
購
入
お
よ
び
ポ
ン
プ

用
ホ
ー
ス
に
つ
き
、購
入
額（
税

抜
き
）の
１
／
２
以
内
と
し
、

支
給
限
度
額
を
４
万
円
と
す

る
。
た
だ
し
、
ホ
ー
ス
の
み
の

購
入
経
費
は
対
象
外
と
し
、
７

月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
に

購
入
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

●��
ポ
ン
プ
な
ど
借
上
費
補
助（
ポ

ン
プ
を
リ
ー
ス
し
て
対
応
さ
れ

た
方
）／
ポ
ン
プ
な
ど
の
借
上

に
つ
い
て
、
借
上
料（
税
抜
）

の
１
／
２
以
内
と
し
、
支
給
限

度
額
を
３
万
円
と
す
る
。
た
だ

し
、
７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日

ま
で
に
借
上
し
た
も
の
に
限
り

ま
す
。

●�

申
請
方
法
／
該
当
さ
れ
る
農
業

者
の
方
は
、
Ｒ
7
水
田
渇
水
対

策
事
業
費
補
助
金
等
交
付
申
請

書
に
記
入
の
う
え
、
関
係
書
類

を
整
え
て
提
出
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

農
林
整
備
課
、
各
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
、
各
出
張
所
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●�

申
請
期
間
／
9
月
1
日
㈪
～
10

月
31
日
㈮　
期
間
厳
守

申
請
書
は
こ
ち
ら
→

ク
マ
に
注
意
を
！

【
問
合
せ
】農
林
整
備
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
７

　
仙
北
市
で
は
、
今
年
度
す
で
に
ク
マ
に
よ
る
多

数
の
農
作
物
被
害
や
、
人
身
被
害
、
小
屋
な
ど
へ

の
侵
入
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
令
和
５
年
の
よ
う
な
ク
マ
の
大
量
出
没

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
季
節
を
問
わ
ず
、
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
ク
マ
に
会
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
野
外
活
動
お
よ
び
農
繁
期
に
お
い
て
は
、
ク
マ

に
よ
る
人
身
被
害
や
農
作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

基
本
的
な
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●�

ク
マ
を
お
び
き
寄
せ
な
い
た
め
に
／

▼
音
を
出
し
な
が
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う

・�

ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
し
、
自

身
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ク
マ
と
の
鉢
合
わ
せ

を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・�「
音
を
立
て
る
と
か
え
っ
て
ク
マ
が
寄
っ
て
く
る
」

な
ど
の
噂
を
信
じ
て
静
か
に
行
動
し
た
結
果
、
ク

マ
と
遭
遇
し
事
故
に
発
展
し
た
ケ
ー
ス
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

▼�

里
山
と
森
林
の
緩
衝
地
帯
の
刈
り
払
い
を
実
施
し

ま
し
ょ
う

・�

森
林
、
斜
面
林
の
近
く
は
、
ク
マ
の
出
没
ル
ー
ト

に
な
り
ま
す
。
刈
り
払
い
し
て
、
見
晴
ら
し
を
良

く
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

ク
マ
の
出
没
が
あ
る
地
域
で
は
、
単
独
で
の
作
業

を
避
け
ま
し
ょ
う

・�

山
や
野
外
で
の
活
動
、
出
没
の
多
い
農
地
で
は
、

必
ず
2
人
以
上
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

ク
マ
の
誘
引
物
と
な
る
も
の
を
適
切
に
処
理
し
ま

し
ょ
う

・�

廃
棄
物（
稲
を
含
む
農
作
物
、
登
山
や
山
菜
刈
り

の
際
に
生
じ
た
残
飯
や
生
ご
み
）は
、
ク
マ
の
餌

と
な
り
ま
す
。
コ
ン
ポ
ス
ト
の
中
に
廃
棄
し
て
い

た
と
し
て
も
ク
マ
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
餌
と
な
る
誘
引
物
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・�

草
刈
機
な
ど
に
使
わ
れ
る
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
揮
発

性
物
質
も
ク
マ
の
誘
引
物
と
な
る
た
め
、
臭
い
が

漏
れ
な
い
よ
う
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

・�

ク
マ
が
実
を
食
べ
る
可
能
性
の
あ
る
庭
木
は
、
伐

採
す
る
・
電
気
柵
で
囲
う
・
幹
に
ト
タ
ン
を
巻
く

な
ど
早
め
に
対
策
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

ク
マ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
、
収
納
庫（
車
庫
や

物
置
）の
扉
は
普
段
か
ら
こ
ま
め
に
閉
め
ま
し
ょ

う
・�

も
し
小
屋
な
ど
に
侵
入
さ
れ
た
場
合
は
居
座
り
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
速
や
か
に
市
や
警
察
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

・�

小
屋
な
ど
に
侵
入
し
て
食
べ
物
を
得
る「
成
功
体

験
」を
積
ま
せ
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
家
屋
へ
の

侵
入
に
発
展
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼�

ク
マ
の
足
跡
、
糞
な
ど
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
先
へ
進
ま
ず
引
き
返
し
ま
し
ょ
う

●�

ク
マ
に
遭
遇
し
た
ら
／
万
が
一
、
ク
マ
に
遭
遇

し
た
際
に
は
、
次
の
と
お
り
そ
の
場
か
ら
離
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

落
ち
着
い
て
、
ク
マ
に
背
を
向
け
ず
に
、
ゆ
っ
く

り
と
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
静
か
に
そ
の
場
か
ら
離

れ
ま
し
ょ
う
。
大
声
を
出
し
た
り
、
背
中
を
見
せ

て
走
っ
て
逃
げ
て
は
い
け
ま
せ
ん

▼�

可
能
で
あ
れ
ば
建
物
や
車
の
中
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。
避
難
が
で
き
な
い
・
間
に
合
わ
な
い
場
合
は

自
分
と
ク
マ
の
間
に
遮
蔽
物（
電
柱
や
塀
な
ど
）

を
挟
み
、
攻
撃
を
受
け
づ
ら
く
し
ま
し
ょ
う

▼�

万
が
一
襲
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
場
合
、
熊
を
退
け

る
た
め
に
熊
撃
退
ス
プ
レ
ー
が
有
効
で
す

▼�

避
難
先
や
熊
撃
退
ス
プ
レ
ー
が
な
い
場
合
は
、
顔

や
首
を
守
る
防
御
姿
勢
を
と
り
ま
し
ょ
う

雲
沢
集
落
セ
ン
タ
ー
・
雲
然
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
利
用
予
約
受
付
の
変
更
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
０
６

　
11
月
利
用
分
よ
り
、
雲
沢
集
落
セ
ン
タ
ー

と
雲
然
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
予

約
受
付
開
始
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

●�

変
更
前
／
利
用
を
希
望
す
る
前
月
20
日

か
ら

●�

変
更
後
／
利
用
を
希
望
す
る
前
月
1
日

か
ら

　
変
更
に
伴
い
、
11
月
利
用
申
請
分
の
受

付
は
10
月
１
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。
利
用

申
請
方
法
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

電
気
柵
な
ど
の
設
置
に
か
か
る
費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

　
　
【
問
合
せ
】農
林
整
備
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
７

　
仙
北
市
で
は
、
野
生
動
物
に
よ
る
農
畜

産
物
被
害
お
よ
び
人
的
被
害
を
防
止
・
軽

減
す
る
た
め
、
電
気
柵
な
ど
の
購
入
に
か

か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●�

対
象
品
目
／
野
菜
、
果
樹
、
水
稲
お
よ

び
畜
産
全
般

●�

補
助
対
象
経
費
／
原
則
と
し
て
３
年
以

上
の
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
資
材（
柵
線
、

支
柱
、
導
電
性
防
草
シ
ー
ト
な
ど
）の

導
入
費
用

※�

設
置
費
用
、
資
材
な
ど
の
運
搬
費
、
手
数
料
、

消
費
税
な
ど
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
に
含
め

ま
せ
ん
。

●�

補
助
率
／
対
象
経
費（
税
抜
）の
１
／
３

以
内（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
上
限
額
10
万
円

●�
要
件
／
市
内
に
住
所（
農
業
法
人
に

あ
っ
て
は
所
在
地
）を
有
す
る
こ
と
、

対
象
品
目
を
出
荷
販
売
し
て
い
る
こ

と
、
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

●�

申
込
方
法
／
次
の
書
類
を
農
林
整
備
課

（
角
館
庁
舎
）ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
補
助
金
等
交
付
申
請
書

▼
収
支
予
算
書

▼
電
気
柵
な
ど
の
見
積
書

▼
電
気
柵
な
ど
の
設
置
計
画
図

▼
次
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ

①�

税
務
申
告
上
の
農
業
収
入
額
が
確
認
で

き
る
書
類（
例　
所
得
証
明
書
、
確
定

申
告
書
の
写
し
、
住
民
税
申
告
書
の
写

し
）

※
申
告
書
の
場
合
、
申
告
時
の
控
え
は
対
象
外

②�

新
規
就
農
者
の
場
合
は
申
請
日
か
ら
1

年
以
内
に
出
荷
販
売
す
る
こ
と
を
証
す

る
書
類

令
和
8
年
度 

秋
田
ア
グ
リ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
生
募
集

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
６

　
新
た
に
農
業
を
開
始
す
る
方
な
ど
を
対

象
に
、
実
習
や
講
座
を
通
じ
て
営
農
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
研
修
生
を

募
集
し
ま
す
。

●�

研
修
先
と
研
修
専
攻
／

　
県
農
業
試
験
場（
作
物
専
攻
、
野
菜
専

　
攻
、
花
き
専
攻)

　
県
果
樹
試
験
場（
果
樹
専
攻)

　
県
畜
産
試
験
場(

畜
産
専
攻)

　
先
進
農
家（
先
進
農
家
専
攻)　

●�

研
修
期
間
／
令
和
８
年
４
月
～
令
和
10

年
３
月

●�

応
募
資
格
／

①�

新
た
に
農
業
を
開
始
す
る
方
な
ど
で
自

立
す
る
意
欲
が
高
い
こ
と

②�

研
修
終
了
後
に
仙
北
市
内
で
就
農
す
る

こ
と

③
就
農
予
定
時
の
年
齢
が
原
則
50
歳
未
満

●�

応
募
締
切
／
10
月
3
日
㈮

●�

応
募
方
法
／
農
業
振
興
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度 

地
域
で
学
べ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
技
術
研
修
生
を
募
集

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
０
６

　
大
仙
市
農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
方
を
対
象
と
し

た「
地
域
で
学
べ
！
農
業
技
術
研
修
」の
研

修
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●�

研
修
期
間
／
１
年
間（
令
和
８
年
４
月

～
令
和
９
年
３
月
）

※�

研
修
内
容
に
よ
っ
て
２
年
間
に
す
る
こ
と
も

可
能
。

●�

応
募
資
格
／
次
の
要
件
を
満
た
す
方

▼
新
規
就
農
を
こ
こ
ろ
ざ
す
方

▼
就
農
時
の
年
齢
が
50
歳
未
満
の
方

▼
研
修
修
了
後
、
仙
北
市
内
で
農
業
を
営
む

  

方●�

募
集
期
限
／
令
和
8
年
3
月
中
旬
頃
ま

で（
随
時
）

●�

研
修
場
所
／
東
部
新
規
就
農
者
研
修
施

設（
大
仙
市
太
田
町
横
沢
）

●�

そ
の
他
／
要
件
を
満
た
す
方
は
、
国
の

就
農
準
備
資
金（
１
５
０
万
円
／
年
。
最

長
２
年
間
）を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
就
農
準
備
資
金
の
受
給
要
件
を

満
た
さ
な
い
場
合
は
、
県
・
市
の
研
修

奨
励
金
と
し
て
月
額
７
５
０
０
０
円（
予

定
）が
研
修
期
間
中
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
農
業
振
興
課　

　
☎
43
‐
２
２
０
６

　
大
仙
市
農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
８
７
‐
86
‐
９
１
１
１
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147　仙北市公式LINE　あなたのポケットに市役所を。 追加はこちらから→

市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

令和7年7月20日執行
参議院議員通常選挙の結果について

【問合せ】　選挙管理委員会事務局（田沢湖庁舎）  
☎43-1150

●秋田県選挙区選出議員選挙
・仙北市の開票結果

届出番号 候補者の氏名 候補者届
政党の名称 得票数

1 本田　幸久 NHK 党 164

2 さとう　みわこ 参政党 1,348

3 なかいずみ　松司 自由民主党 5,102

4 てらた　しずか 無所属 5,555

得票数計 ― ― 12,169

●比例代表選出議員選挙
・仙北市の開票結果
（政党得票総数 + 名簿登載者得票総数）

届出番号 参議院名簿届出
政党等の名称 得票数

1 日本共産党 370.224
2 日本維新の会 347
3 無所属連合 45
4 日本保守党 330
5 立憲民主党 1,435.009
6 参政党 973
7 国民民主党 1,188.990
8 チームみらい 71
9 日本誠真会 21
10 社会民主党 337
11 れいわ新選組 676
12 日本改革党 6
13 自由民主党 4,803.734
14 再生の道 61
15 公明党 895.036
16 NHK 党 95●仙北市の投票率

有権者数
男 女 計
9,429 10,899 20,328

・仙北市の有権者数（A) ・仙北市の投票数（B)

種類 投票数
（男女合計）

選挙区 12,337 

比例代表 12,338

・仙北市の投票率（B/A)

種類 投票率
（男女合計）

選挙区 60.69％

　令和7年7月20日執行、第27回参議院議員通常選挙の、仙北市における結果は次のとおりでした。

仙北市長選挙　立候補予定者説明会 【問合せ】　選挙管理委員会事務局（田沢湖庁舎）  
☎43-1150

　令和７年10月19日㈰執行予定の、仙北市長選挙に立
候補を予定されている方を対象に、立候補届出手続など
の説明会を次のとおり行います。
　立候補を予定されている方 ( 代理出席も可 ) は必ず出席
してください。
●�日時／ 9月19日㈮10時～（受付／ 9時30分）
●�場所／仙北市役所田沢湖庁舎　第１会議室（仙北市田沢

湖生保内字宮ノ後30番地）
●�主な内容／
▶立候補届出などの手続きについて

▶選挙運動について
▶選挙運動用通常葉書について
▶選挙運動用自動車の設備外積載許可申請について
▶選挙公報について
▶選挙公営について
▶確認団体の政治活動および申請などの手続きについて
　不明な点や詳しいことは選挙管理委員会事務局までお
問い合わせください。

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て

「
仙
北
市
見
守
り
あ
ん
し
ん
シ
ー
ル
」

【
問
合
せ
】包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
８
３

　
仙
北
市
で
は
、
認
知
症
な
ど
に
よ
り
行

方
不
明
が
心
配
な
方
の
早
期
発
見
に
つ
な

げ
る
た
め
、『
見
守
り
あ
ん
し
ん
シ
ー
ル
』

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
衣
類
な
ど
に
あ
ら

か
じ
め「
見
守
り
あ
ん
し
ん
シ
ー
ル（
二
次

元
コ
ー
ド
付
き
）」を
貼
付
し
、
発
見
者
が

見
守
り
あ
ん
し
ん
シ
ー
ル
の
二
次
元
コ
ー

ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
る

こ
と
で
保
護
者(

家
族
な
ど)

に
発
見
通

知
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
、
個
人
情
報
を
開

示
す
る
こ
と
な
く
、
発
見
～
保
護
～
保
護

者
の
元
へ
～
ま
で
の
連
絡
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。全
国
で
活
用
さ
れ
て
い
る
シ
ー

ル
で
あ
り
、広
範
囲
で
の
発
見
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
も
の
忘

れ
や
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
気
軽
に
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

交
付
対
象
者
／
認
知
症
な
ど
行
方
不
明

が
心
配
な
方

●�

費
用
／
無
料

※
耐
洗
ラ
ベ
ル
20
枚
、
蓄
光
シ
ー
ル
10
枚

仙
北
市
定
額
減
税
不
足
額
給
付
金
を
給
付
し
ま
す

　
　
【
問
合
せ
】仙
北
市
定
額
減
税
不
足
額
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

☎
０
１
２
０ｰ

４
５
２ｰ

０
３
１

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
定
額
減
税
調

整
給
付
金
の
給
付
額
に
不
足
が
生
じ
た
方

な
ど
に
対
し
て
、
当
該
不
足
額
を
給
付
し

ま
す
。
対
象
者
に
は
８
月
末
か
ら
順
次
、

通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方（
例
）／

①�

退
職
な
ど
に
よ
り
令
和
６
年
の
所
得
が

令
和
５
年
の
所
得
よ
り
減
少
し
た
方

②�

令
和
６
年
中
に
子
ど
も
の
出
生
な
ど
に

よ
り
扶
養
親
族
が
増
え
た
方

※�

①
ま
た
は
②
に
該
当
し
て
も
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

●�

受
給
手
続
き
／

▼�

公
金
受
取
口
座
を
登
録
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
令
和
６
年
度
定
額
減
税
調
整
給
付

金
手
続
き
の
際
に
市
に
口
座
を
届
け
出

て
い
る
方
…
…
振
込
口
座
の
変
更
な
ど

が
な
い
場
合
、
手
続
き
な
し
で
通
知
内

容
の
と
お
り
口
座
へ
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

▼�

そ
れ
以
外
の
方
…
…
確
認
書
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
の
う
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
行
う
か
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
確
認
書
を
同
封
の
返
信

用
封
筒（
切
手
不
要
）で
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

●�

返
送
期
限
／
10
月
31
日
㈮（
必
着
）

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
定
額
減
税
不
足
額
給

付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０ｰ

４
５
２ｰ

０
３
１

　
�

９
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
8
時

30
分
～
20
時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
含
む
）

　
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合
、
届
出
が
必
要
で
す
。

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
存
在
す
る
家
屋

に
対
し
て
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
年
の
途
中
で
取
り
壊
し
た
家
屋
に
つ

い
て
は
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
届
出
が
な
い
と
取
り
壊
し
の
確
認
が

で
き
ず
、
翌
年
度
以
降
も
課
税
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【
登
記
済
み
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
】

　
法
務
局
へ
滅
失
登
記
申
請
ま
た
は
建
物

表
題
変
更
登
記
申
請
が
必
要
で
す
。
登
記

が
年
内
に
完
了
し
な
い
場
合
は
、
税
務
課

へ「
建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
」の
提

出
が
必
要
で
す
。

【
未
登
記
家
屋
を
減
失
し
た
場
合
】

　
床
面
積
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず

税
務
課
へ「
建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

※�

登
記
済
み
家
屋
、
未
登
記
家
屋
い
ず
れ
の
場

合
も
、
取
り
壊
し
た
年
の
翌
年
以
降
に
建

物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
を
提
出
す
る
場

合
は
、
建
物
取
壊
し
業
者
が
発
行
す
る
建
物

滅
失
証
明
書
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
家
屋
の
建
て
替
え
予
定
の
有
無

に
つ
い
て
も
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�「
建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
」は
各
市
民

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
の
提
出
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
０
9

固
定
資
産
税
評
価
替
え
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
「
現
地
調
査
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
０
９

　
令
和
9
年
度
固
定
資
産
税
評
価
替
え
に

伴
い
、
土
地
の
現
況
な
ど
を
把
握
す
る
た

め
次
の
と
お
り
市
内
の
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

●�

調
査
の
内
容
／
街
路
状
況
の
把
握
に
伴

う
道
路
状
況（
私
道
を
含
む
）や
周
辺
状

況
の
現
地
調
査
、
土
地
の
利
用
状
況
の

把
握
に
伴
う
現
地
調
査

※�

市
か
ら
委
託
を
受
け
た
調
査
員
が
調
査
記

録
作
成
の
た
め
、
写
真
撮
影
な
ど
を
行
い
ま

す
。

●�

調
査
委
託
会
社
／
や
ま
だ
不
動
産
鑑
定

（
湯
沢
市
）

※�

調
査
員
は
、
仙
北
市
発
行
の
身
分
証
明
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

●�

調
査
期
間
／
8
月
8
日
～
11
月
下
旬

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→
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　第 38 回田沢湖マラソンが 9 月 21 日㈰に開催されます。
沿道の皆さん、当日はランナーの皆さんへ熱い声援をお願
いします。また、当日は下の図のとおり交通規制が実施さ
れます。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願
いします。

【会場行き】
▶乳頭温泉発（6:10）  高原温泉発（6:30）
▶田沢湖駅発（6:15、6:20、6:30、6:55、7:00、7:30、7:45）
▶黒沢臨時駐車場（5:40 ～随時）、田沢湖レイクリゾート

駐車場発（6:00 ～随時）
【お帰り】
▶田沢湖駅、黒沢臨時駐車場、田沢湖レイクリゾート駐車

場行き無料バス
   田沢湖畔公園入口バス停発（10:00 ～ 16:00随時運行）

会場行き無料バス

交通規制案内

田沢湖マラソン 
交通規制のお知らせ

第38回

9/21
SUN日

大会当日は、会場およびコース周辺が混雑します。駐車
場にも限りがありますので、自家用車をご利用の方は、
時間に余裕をもってご来場ください。混雑を緩和するた
め、皆さまのご協力をお願いします。

時　間

▶フルマラソン　8:30 ～（制限時刻14:30）
▶ペア・10㌔・20㌔マラソンスタート　9:00

お知らせ

各種お問い合わせ先

田沢湖マラソン事務局（仙北市スポーツ振興課内）☎43-
1116（問い合わせ窓口のNPO法人スポーツコミッショ
ン秋田につながります）平日9時～ 17時

田沢湖マラソン
情報はこちら

●たつこ像

●御座石神社

田沢湖

クニマス未来館

●県民の森

車両

車両

マラソン特設会場
（ゴール）

大変混雑しますの
で、お車で移動の
方は、時間をずら
すなど、ご協力を
お願いします。

※ランナーは道路の左側を走ります

←国道105号
（角館方面）

高原方面
玉川方面

マラソン大会の安全な開催 
のため、皆さまのご理解と

ご協力をお願いします。

●

●田沢湖レイク
　　リゾートホテル

●　　黒沢臨時駐車場

●

湖畔周回道路は車両通行止
め 解 除 ～ 14:30 ま で、　 
　　　方向の片側一方通行
となります。

国道46号（春山方面）
は、大変混み合います
ので、国道105号を
ご利用ください。

フルマラソンコース

車両一方通行　6:00 ～ 7:50 の間
　　　  方向の片側一方通行
※7:50 から引き続き車両通行止（9:30 まで）

車両通行止　7:50 ～ 9:30

車両通行止　7:50 ～ 9:30　  　
※9:30 から引き続き　　　　　方向の片側一方通行（14:30 まで）

湖畔以外は 8:30
～ 11:30 の 間、
ランナー通過に合
わせた片側通行と
なります。

6:00 ～ 9:30 まで阿気
坂三叉路から湖畔方面へ
は車両進入不可です。

田沢湖駅

市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
保健と健康掲示板 ささえる

つながる 保健と健康掲示板ささえる
つながる

保
健
の
お
知
ら
せ

　
院
併
設
）
調
理
室
・
栄
養
相
談
室

●�

参
加
費
／
１
０
０
円
（
昼
食
は
各
自
で
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

●�

内
容
／
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
、
健
康

相
談
、
認
知
症
予
防
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど

●�

相
談
／
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
相
談
無
料
／
秘
密
厳
守
）

問問
小
松
小
松
☎
０
９
０ｰ

２
９
７
５ｰ

３
４
５
０

 

公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士
が
あ
な
た
の

           

相
談
を
親
身
に
お
聴
き
し
ま
す
！

 

こ
こ
ろ
の
相
談　
※
秘
密
厳
守

 

若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
♪

 

若
者
の
居
場
所

　
「
若
者
の
居
場
所
」
と
は
、
心
の
重
荷
を

お
ろ
す
場
所
で
す
。

　
辛
い
、
苦
し
い
、
不
安
、
眠
れ
な
い
、
家

に
い
て
も
居
心
地
が
悪
い
、
社
会
の
中
で
生

き
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
す
べ
て
の
若
者
が

対
象
で
す
。
一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お

や
つ
を
食
べ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ゲ
ー
ム

を
し
な
が
ら
若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ

う
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

開
催
日
／

開
催
日
／
99
月月
1616
日
㈫
日
㈫
（
予
約
不
要
）

●
時
間
／
14
時
～
16
時

●�

場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

●�

参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料  

●�

主
催
／

主
催
／
N
P
O
法
人
K
O
U
（
あ
き
た
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
団
体
）

問問��

大
屋
み
は
る
☎
０
１
８ｰ

８
５
３ｰ

４
３
６
７

楽
し
く
一
緒
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
集
い
の
場

か
だ
れ
！　
　
　

　

一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
認
知
症
予
防

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
や
り
た
い
こ
と
を

や
り
ま
し
ょ
う
！
開
催
時
間
内
に
個
別
に
お
話

（
相
談
）
も
お
聴
き
し
ま
す
。

 　
今
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
集

ま
っ
た
人
た
ち
で
お
互
い
の
「
安
否
確
認
や

困
っ
た
と
き
に
駆
け
付
け
ら
れ
る
体
制
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。「
か
だ
れ
！
」
は
、

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！　

●�

開
催
日
／
9
月
10
日
㈬
、
24
日
㈬　

●�

時
間
／
10
時
～
15
時

●�

場
所
／
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
田
沢
湖
病

　 　

病
気
や
健
康
、
家
族
問
題
、
か
ら
だ
や
心

の
悩
み
、
人
間
関
係
、
仕
事
や
生
活
の
不
安
、

子
育
て
、
近
隣
関
係
な
ど
ひ
と
り
で
悩
ま
な

い
で
、
声
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
せ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●�

相
談
日
／
9
月
1
日
㈪
午
後
の
み
、
12
日
㈮

午
前
の
み
、
22
日
㈪
、
29
日
㈪

●
時
間
／
【
午
前
】
①
10
時
～
②
11
時
～

　
【
午
後
】
③
13
時
30
分
～
④
14
時
30
分
～

●
場
所
／
角
館
庁
舎

●
相
談
方
法
／
1
回 

50
分 

面
談
ま
た
は
電
話

　
（
要
予
約
・
相
談
無
料
）

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

だ
れ
か
に
話
を
す
る
と
安
心
す
る

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
え
く
ぼ
の
会
」

　
気
に
な
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
楽
し
み

な
こ
と
な
ど
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ
の
会
」
で
は
、ゆ
っ

く
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
会
員
が
悩
み
な

ど
を
お
伺
い
し
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
。
開
催
時
間
内
の
都
合
の
よ
い
と
き
に
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

●�

開
催
日
／

開
催
日
／
99
月月
1717
日
㈬
日
㈬

●
時
間
／
10
時
～
14
時

●�

場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●�

参
加
費
／

参
加
費
／
無
料
無
料

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

語
っ
て
、
笑
っ
て
、
ホ
ッ
と
一
息

え
が
お
サ
ロ
ン

　
笑
う
こ
と
は
心
身
と
も
に
安
定
し
、
ス
ト

レ
ス
軽
減
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／

日
時
／
99
月月
2626
日日
㈮　
受
付
：

㈮　
受
付
：
99
時時
4040
分分

～～
1010
時　
終
了
予
定
：

時　
終
了
予
定
：
1111
時時
3030
分分

●�

場
所
／

場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角
館
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角
館
）

●�

内
容
／

内
容
／
笑
い
ヨ
ガ

笑
い
ヨ
ガ

※
事
前
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

笑
い
の
会

市
民
公
開
講
座

「　

 
歳
母
と
暮
ら
せ
ば
」上
映

　
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
、
今
年
も
認
知
症
の
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

　
お
茶
目
で
ワ
ガ
マ
マ
、
天
真
爛
漫
な
99
歳
の

母
と
71
歳
の
息
子
。
元
関
西
人
の
母
子
の
在
宅

介
護
、
老
々
介
護
の
リ
ア
ル
な
暮
ら
し
の
中
で

繰
り
広
げ
る
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
数
々
。
母
の

人
生
の
最
終
章
を
気
持
ち
よ
く
楽
し
く
過
ご

し
て
も
ら
う
た
め
の
方
法
を
模
索
し
奮
闘
す

る
家
族
の
姿
を
約
1
年
間
に
わ
た
り
記
録
し

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。　

●��

日
時
／
10
月
4
日
㈯
12
時
45
分
～
受
付
開

始
、
13
時
30
分
～
上
映
開
始（
上
映
時
間
92

分
予
定
）

●�

場
所
／
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ

オ
ン

●�

定
員
／
１
０
０
人（
入
場
：
無
料
）

●��

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
チ
ラ
シ
裏
に
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
54ｰ

１
１
１
７
）で
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
限
／
9
月
26
日
㈮
ま
で

※�

映
画
上
映
前
後
に（
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
）、
オ
レ

ン
ジ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
写
真
展
示
も

行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問問
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43ｰ

２
２
８
３

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ
の
会
」
で
は
、

毎
月
サ
ロ
ン
を
開
催
し
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保健と健康掲示板 ささえる
つながる 保健と健康掲示板ささえる

つながる保健と健康掲示板 ささえる
つながる

帯状疱疹帯状疱疹  の任意予防接種助成が12月で終了しますの任意予防接種助成が12月で終了します
　仙北市では、帯状疱疹（たいじょうほうしん）任意
予防接種を希望する方に、一部費用の助成を行ってい
ますが、今年度から帯状疱疹ワクチンが定期予防接種
になったことに伴い、この助成を 12 月末日を持ちま
して終了します。希望する方は、お早目の接種をお願
いします。
●助成期間／令和7年12月末日
●対象／仙北市に住民登録されている満50歳以上の方
※定期接種対象者は除く

予防接種の詳細についてはホームページをご覧ください。

詳しくはこちら→

「健診結果説明会」「健診結果説明会」を開催しますを開催します
あなたの健診結果はいかがでしたか？

　健診結果説明会では、健診結果と生活習慣を結び付
けて一人ひとりに合わせて分かりやすく短時間で説明
します。
　健診結果を理解することは、自分のからだを理解する
ことにつながります。この機会にぜひご参加ください。

●�内容／①健診結果の説明 ②健康相談 ③体組成測定
（体重・体脂肪率・筋肉量など） ④血圧測定
●持ち物／①健康結果通知書　②健康手帳（お持ちの方）
　③必要な方はめがね ④健康ポイント記録表（お持ちで
　ない方は、参加時にお渡しします）

　申込は不要です。受付時間内に直接会場にお越しくだ
さい。どの会場でもご参加いただけます。
　当日参加できない方に、電話や家庭訪問、面談での対
応も可能です。随時受け付けていますので、お気軽にご
相談ください。
※受付時間：平日9時～16時

日程 受付時間 会場
9月29日㈪ 13時30分～15時 健康管理センター（角館）
10月3日㈮ 10時～11時30分 健康管理センター（角館）
10月22日㈬ 10時～11時30分 健康増進センター（田沢湖）
10月31日㈮ 9時30分～11時 神代就業改善センター
11月4日㈫ 13時30分～15時 西木総合開発センター

人間ドック受診助成制度のお知らせ人間ドック受診助成制度のお知らせ
　仙北市国民健康保険および後期高齢者医療では、病
気の早期発見･ 早期治療に役立てていただくため、人間
ドック受診の助成を実施しています。
　制度を活用して人間ドックを受診し、健康状態を
チェックしましょう。
 対象者について 
●国民健康保険の人間ドック助成／
▶�仙北市国民健康保険の被保険者で、年齢が当該年度で

３５歳以上７５歳未満 （後期高齢者医療の対象者を除く）
の方

▶前年度までの国保税を完納されている方
▶仙北市が実施する特定健診を受けていない方
●後期高齢者の人間ドック助成／
▶�仙北市に住所がある後期高齢者医療の被保険者で、当

該年度に国保の人間ドック助成を受けていない方
▶�前年度までの後期高齢者医療保険料を完納されている

方
▶仙北市が実施する健診を受けていない方
 助成金額 
▶�どちらも１人21,000円を限度とし、年度内で１回のみ

です。

 受診医療機関 
▶�市立角館総合病院、市立田沢湖病院、大曲厚生医療

センター
※�受診希望の方は、直接医療機関へ予約をしてから助成金の

申請を行ってください。窓口で受診日の確認をします。
 実施期間 
▶令和8年３月31日まで
 持参するもの 
●国保の方／
▶�国民健康保険資格確認書または資格情報のお知らせ
●後期高齢者の方／
▶後期高齢者医療資格確認書
 受付場所 
▶�仙北市役所各庁舎・各出張所の国保担当窓口

※�申請をしないで受診し、費用を全額支払った場
合でも、年度内に申請すれば助成を受けることが
できます。印鑑・領収書・金融機関の通帳、ドッ
クの受診結果（後日の提出も可能）を持参し、手
続きをしてください。

国民健康保 険 と 後 期 高 齢 者 医 療

●問合せ／国保市民課　☎ 43-3316

集団健（検）診集団健（検）診  のお知らせのお知らせ

●問合せ／保健課　☎ 43-2252

▶ 仙北市国保35～ 39歳健診▶ 特定健診▶後期高齢者健診▶ 一般健診▶ 大腸がん検診
▶ 肺がん等検診▶ 前立腺がん検診▶ 肝炎ウイルス検診集団健（検）診の種類

　健（検）診を受けることで、病気の早期発見と治療につなげることができます。
　5月に各世帯へ郵送している「令和7年度各種健（検）診受診券」と「仙北市健診ガイド」で、対象の健（検）
診・日程をご確認のうえ、会場へお越しください。決められた日程に来ることができない場合は、都合のよい
日にお越しください。また、特定健診と後期高齢者健診は医療機関でも受けることができます。
●持ち物／▶マイナ保険証、資格確認書など資格確認ができるもの▶健（検）診受診券▶がん検診料金

次の方は健（検）診が無料で受けられます次の方は健（検）診が無料で受けられます
▶仙北市国民健康保険被保険者　
▶70歳以上の方
▶後期高齢者医療被保険者
▶生活保護受給者
▶�世帯全員が市民税非課税の方（令和7年6月1日

以降の市・県民税世帯証明書をご提示ください）

日程 会場 受付時間
9月1日㈪

生保内市民体育館

13時～15時

9月２日㈫
9月3日㈬
9月4日㈭
9月5日㈮
9月8日㈪

神代市民体育館9月9日㈫
9月10日㈬
9月11日㈭
9月12日㈮ 西木コミュニティセン

ター（クリオンとなり）9月16日㈫
9月17日㈬
9月18日㈭ 吉田体育館
9月19日㈮ 紙風船館 13時～14時30分

日程・会場

仙北市健診ガイド→

●問合せ／保健課　☎ 43-2252

●問合せ／保健課　☎ 43-2252

5年に 1度のチャンス！5年に1度のチャンス！骨粗しょう症検診骨粗しょう症検診のお知らせのお知らせ
　骨粗しょう症は、骨量の減少により骨が弱くなり、
わずかな衝撃でも骨折しやすくなる病気です。
 女性は、骨粗しょう症になるリスクが高いとされて
います。気になる症状がなくてもこの機会に骨密度測
定をし自分の骨の状態を確認しましょう。
●�受診対象／令 和7年 度 に40，45，50，55，60，

65，70歳になる女性の方
●�持ち物／マイナ保険証など資格確認ができるもの、各

種健（検）診受診券、料金が発生する方は忘れずにお
持ちください。
●�検診料金／ 700円（ただし※の方は無料です）
※�仙北市国保加入者、70歳の方、後期高齢者医療保険

加入者、生活保護受給者、世帯全員が市民税非課税の
方（令和7年6月1日以降の市・県民税世帯証明書をご
提示ください。）

●�日程／

健康ポイント事業

●問合せ／保健課　☎ 43-2252

検診日 受付時間 会場
9月24日㈬ 10時～10時45分 健康管理センター（角館）
9月24日㈬ 13時30分～14時15分 西木総合開発センター
9月25日㈭ 10時～10時45分 神代市民体育館
9月25日㈭ 13時30分～14時15分 田沢湖総合開発センタ―

対象事業です

※紙風船館が現在使用できないため、日程を10月へ変更します。
　会場については10月号の広報で詳しくお知らせします。
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保健と健康掲示板 ささえる
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つながる保健と健康掲示板 ささえる
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オレンジガーデニングオレンジガーデニングプロジェクト始動中＆写真募集！プロジェクト始動中＆写真募集！
　オレンジガーデニングプロジェクトとは、認知症の
方が希望を持って自分らしく暮らし続けられる社会の
実現に向けて、「認知症になっても暮らしやすいまちを
みんなで創っていこう！」という思いを共有し、楽し
みながら花を育て、全国各地でオレンジ色の花を咲か
せるプロジェクトです。
　今年度仙北市でも開始し、市内グループホームのみ
なさんが花の苗を育てたり、希望される方へオレンジ
色のマリーゴールドと立て札を配布したりしました。
９月のアルツハイマー月間に向けて、市内各地でオレ
ンジ色の花々が元気に育っているところです。
　今からオレンジ色の花の苗を購入して育て、このプロ
ジェクトにご参加いただく方も大歓迎です。
　10月４日の市民公開講座では、このプロジェクトの写
真展示も行います。包括支援センターのメールアドレス
(sen-hokatsu@city.semboku.akita.jp) まで写真のデー

タをお送りいただくか、ご自身でA4サイズに印刷し、
包括支援センター窓口までお持ちください。
●�申込締切／9月 19 日㈮

カフェの名称 代表者 会場 連絡先 開催日時 個人負担

下延オレンジカフェの会 藤原律子 下延コミュニティーセンター
※「あたまとからだの若返り教室」同時開催 55-5449 9月16日㈫ 14時～ 16時 100円

こみっとカフェ 松舘文子 NPO 法人かじか瀬スペース 080-3198-4136 9月17日㈬ 10時～ 12時 300円

オレンジカフェひまわり 長澤早恵 白岩コミュニティセンター 42-8671 9月17日㈬ 14時～ 16時 100円

包和花カフェ 包括支援
センター

旧田沢湖デイサービスセンター　ディルーム
（神代出張所併設） 43-2283 9月24日㈬14時～ 16時 無料

オレンジカフェひまわり 長澤早恵 グループホームはなみづき3号館　地域交流室
角館町白岩新西野202 ｰ 2 42-8671 9月27日㈯14時～ 16時 100円

土曜日のさわやかカフェ 友永千春 さわやか桜館1階ホール
角館町西長野中泊126-2 52-0003 9月27日㈯14時～ 16時 100円

オレンジカフェが開催されています♪オレンジカフェが開催されています♪

9月の日程

　オレンジカフェは、厚生労働省が進めている認知症
施策の一つで、認知症の方やその家族、地域の方な
ど誰でも気軽に集い、交流することのできる集いの場
です。認知症に関する相談にも応じることができます
ので、気軽にご参加ください。感染症の状況などによ
りお休みする場合もあります。詳細については直接カ
フェにお問い合わせください。

●問合せ／包括支援センター　☎43 ｰ 2283

　共生社会の実現を推進するための認知症基本法が 2024年1月に施行されことにより、9月が「認
知症月間」、9月21日が「認知症の日（世界アルツハイマーデー）」と定められました。「認知症」は、
だれでもかかる可能性があり、多くの人にとって身近なものになっています。認知症は、さまざま
な原因により脳に変化がおこり、それまでできていたことができなくなり、生活に支障をきたした
状態です。また、認知症の本人は自覚がないという考えも間違いで、最初に症状に気づき、誰より
も不安になって苦しむのは本人であることも多いです。認知症について理解を深め、認知症になっ
ても安心して暮らせる地域をみんなでつくりましょう。田沢湖図書館や総合情報センター・学習資
料館でも認知症関連図書などの展示を行っています。
　「同じ話を繰り返す」「保険証や通帳、財布などをなくして困ることが多い」「道に迷ったり、道順
がわからなくなる」「怒りっぽくなった」「季節に合わない服装をしている」「物忘れするようになった。
何かおかしい・・・認知症？」などと心配なことがありましたら、仙北市包括支援センターにご相談
ください。お近くのグループホームやデイサービスなどの「認知症なんでも相談所」と看板の掲げ
ている事業所でも相談することができます。また、認知症について学ぶことができる「認知症サポー
ター養成講座」も地域の集まりなどでも開催しています。お気軽に問い合わせ、申し込みをお待ち
しています。

問包括支援センター（角館庁舎）  ☎ 43-2283

毎年 9月は
アルツハイマー月間！ 今年の世界アルツハイマーキャッチフレーズは

「あなたの地域で 認知症とともにいきいきと暮らす」

　認知症への「備え」として、生活習慣病を予防し放置
しないことや、脳を動かすことは大切なことだと言われ
ています。教室に参加して一緒に楽しく学んだり体を動か
したりしませんか？
　みなさんのお近くの会場で開催しますので、お友だち
や近所の方も誘ってお気軽にご参加ください！
●対象者／おおむね 65 歳以上の市民の方
●�期間／9月～令和８年２月上旬（おおむね月１回、各会場

５回ずつ開催します）
●�開催時間／午前開催の場合：10 時～11時 30 分、
　午後開催の場合：13 時 30 分～15 時（下延コミュニティ
　センターは14 時～16 時）
●�内容／保健師による血圧測定・健康相談（１日目）、

認知症予防についてのお話と運動（ペタンク、コグ
ニサイズなど）を組み合わせた内容です。
●�会場／
▶�角館地区：健康管理センター（午後）、中川コミュニ

ティセンター（旧中川小学校、午後）、白岩コミュニ
ティセンター（旧白岩小学校、午後）、下延コミュニ
ティセンター（下延オレンジカフェと同時開催、午後）

▶�田沢湖地区：健康増進センター（午前）、田沢交流セ
ンター（午後）、神代就業改善センター（午後）

▶�西木地区：林業総合センター（桧木内診療所、午前）、
クリオン（午後）

●�持ち物／飲み物、動きやすい服装、めがね（必要な方）
●�申込期日／9月末
●�申込方法／包括支援センターまでお電話で申し込み

ください。
●�その他／参加申し込みされた方には、後日詳しい日

程・内容を郵送します。

一般介護予防事業

あたまとからだの若返り教室

開催のお知らせ

●問合せ／包括支援センター　☎ 43-2283

●問合せ／包括支援センター　☎43 ｰ 2283
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※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。
電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》43-3305　　《携帯》080-2813-0835

前日まで電話予約が必要です（☎ 43-3305）

こどもカレンダーこどもカレンダー
月◆場　所 健康管理センター（角館）

◆問合せ 仙北市こども家庭センター  ☎ 43-3305

母子手帳アプリ「なないろ」では、随時情報を
更新しています。ダウンロードはこちらから！→

日にち 内容 対象者 時間
12日㈮ ベビーマッサージ・交流会 2か月後半～1歳未満 9:15～

おやこで楽しむふれあい講座 （前日まで申し込みが必要です）

日にち 受付時間 内容
2日㈫・17日㈬ ９:00 ～・個別面談 ( 保健師、管理栄養士など )

・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・応援プラン作成10日㈬・24日㈬ 13:15 ～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人確認で
きるもの（運転免許証、パスポートなど）  ④妊婦支援給付金申請のため妊
婦本人名義の口座情報が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付 99
☎080-1663-4494

子育てサポート　「はっぴい・マム」
角館町田町上丁69-1（角館児童館2F）

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

16日㈫ 10:00 ～ 11:30
助産師さんによる妊娠中・出産・産後・育児の相
談ができます。個別相談ができますので、希望者
はご連絡ください。

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

1日㈪・16日㈫
22日㈪・29日㈪

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に遊べる
スペース。申込不要で自由参加。

※9/16㈫は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

　はっぴいルームは、お友だち作りや、情報交換の場とし
て開放しています。
　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるママ、
引っ越してきたばかりで知らないことばかり・・・と不安
なママ。もちろん、パパやおじいちゃん、おばあちゃんも
どうぞ一緒に遊びに来てくださいね。子供が大好きなサ
ポーターが、オモチャを準備してお待ちしていま～す！

9
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

　
子
育
て
支
援
施
設

　
　
　
　
「
さ
く
ラ
ッ
コ
」

お友だち作りや情報交換の場として開放しています。
誕生月のお子さんには粗品をプレゼント！

（毎週水・木・金曜日 10 時～ 15 時 開放）9 月の開放日
水曜日　3日・10日・17日・24日
木曜日　4日・11日・18日・25日
金曜日　5日・12日・19日・26日

予約不要

10:30 ～ 11:30 「赤ちゃん講座～離乳食～」

予約不要

17日水 10:00 ～ 12:00「お昼寝フォト」
★２L 版を 1 枚プリントアウトしてプレゼントします。

すくすく成長記録Day

4 日木 10:00 ～ 11:00 月イチ、身長体重測定日！

予約不要

問
合
せ

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援する
基盤づくりのため、次のような活動を行っています。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡ください。また、持ち物なども各園にご確認ください。

・�子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場を開
いています。

・�お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して相談
を受け付けています。

※�集いの広場の情報は市ホームページ
でもご確認いただけます。

予約制：5組

・��子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を提供
したり、活動の支援をしたりします。

　　集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設

　　子育てサークルなどへの支援

　　育児不安などについての相談指導

はっぴぃルーム

わくわく広場

あつまれ！０歳児!!

26 日金

なかよしひろば（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX47-2323　時間9:30～11:30

こども園で遊ぼう！4 日木
11 日木 お外で遊ぼう！

身体測定・9 月生まれのお誕生会

教育委員会 学校教育課内  北浦教育文化研究所 ☎43-3387KITAURA

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち
《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》
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第 165 号

桧
木
内
川
探
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桧
木
内
中
学
校

手
紙
の
書
き
方
教
室
出
前
授
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
明
寺
中
学
校

　
「
文
月
ふ
み
の
日
」（
７
月
23
日
）、
西
明
寺
中
学

校
で
「
手
紙
の
書
き
方
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

郵
便
局
か
ら
石
塚
仁
さ
ん
（
中
川
局
）、
髙
橋
歩
さ

ん（
横
手
幸
町
局
）、鈴
木
麻
衣
子
さ
ん（
四
ツ
屋
局
）、

深
澤
唯
さ
ん
（
大
曲
局
）
の
４
人
を
出
前
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
ま
し
た
。
郵
便
局
社
員
が
出
前
講
師
と

し
て
中
学
校
で
指
導
す
る
の
は
、
東
北
地
区
で
は

初
め
て
の
こ
と
で
す
。
今
回
は
職
場
体
験
を
受
け
入

れ
て
く
れ
た
企
業
へ
の
礼
状
を
実
際
に
書
く
こ
と

を
通
し
て
、
手
紙
の
書
き
方
、
手
紙
の
よ
さ
を
学
び

ま
し
た
。
終
わ
り
に
際
し
て
石
塚
仁
中
川
郵
便
局

長
か
ら
「
手
紙
は
非
効
率
的
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

文
字
、
紙
、
ペ
ン
な
ど
の
全
て
か
ら
思
い
や
情
報
が

伝
わ
る
良
さ
が
あ
る
。
手
紙
な
ら
で
は
の
温
も
り
・

あ
た
た
か
さ
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
生
徒
は
、
人
の
手
を
通
し
て
届
け
ら

れ
る
手
紙
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
桧
木
内
中
学
校
の
７
月
は
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
情

と
理
解
を
深
め
る
月
で
し
た
。
秋
田
駒
ヶ
岳
全
校

登
山
、桧
木
内
川
探
検
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
、

秋
田
県
教
委
指
定
の
地
域
連
携
安
全
・
安
心
推
進

事
業
に
取
り
組
ん
だ
同
校
で
は
、
状
況
に
よ
り
大

き
な
危
険
と
な
る
自
然
環
境
に
つ
い
て
身
を
も
っ

て
知
る
貴
重
な
体
験
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。
実
施
す
る
上
で
、
安
全
面
に
は
細
心
の
注

意
を
払
い
ま
す
。

　
川
探
検
の
必
須
ア
イ
テ
ム
救
命
胴
衣
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ゴ
ー
グ
ル
を
着
用
し
、
準

備
運
動
を
終
え
、
熊
除
け
の
爆
竹
・
雷
管
の
音
が

鳴
る
中
、
最
初
は
お
ず
お
ず
と
川
に
足
を
入
れ
ま

し
た
。
流
れ
る
水
に
慣
れ
る
に
つ
れ
、
上
流
へ
と

探
検
の
範
囲
は
広
が
り
、
流
れ
に
身
を
任
せ
て
独

特
の
浮
遊
感
を
楽
し
み
な
が
ら
、
水
難
学
会
提
唱

の
「
浮
い
て
待
て
」
を
実
感
し
ま
し
た
。
昨
年
の

状
況
と
比
較
し
、「
川
は
変
わ
る
も
の
」
と
い
う

こ
と
に
思
い
を
馳
せ
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

浅利美月さん（２年）は
「普 段 は 桧 木 内 川 に
近 寄 る こ と は な い
が、みんなと一緒に泳
げ て と て も 楽 し か っ
た。 大 切 に 覚 え て い
た い」と 語 り ま し た。

19日金～

ヤ
マ
メ
・
サ
ク
ラ
マ
ス　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
学
生
向
け
企
業
説
明
会

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
感
想

※ 0 歳児以上のお子様も参加可能です！

記 念 に、 は が き 用
ファイル・ボールペ
ン を も ら い ま し た。

よく理解
できた

大体理解
できた

あまりわ
からな
かった

全然わから
なかった

未回答

令和 7 年度 54.3% 41.3% 2.0% 0.6% 1.8%

20%

60%

40%

説明を聞いて、企業の仕事
内容を理解できましたか？

　
5
月
29
日
に
行
っ
た
仙
北
地
域
中
学
生
向
け
企
業

説
明
会
（
会
場　
角
館
中
学
校
、　
仙
北
市
立
中
学

校
２
年
生
１
６
１
人
が
参
加　
概
要
は
市
教
委
便

り
「
き
た
う
ら
」
第
１
６
３
号
に
掲
載
）
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
・
生
徒
の
声
な
ど
が
ま
と
ま

り
ま
し
た

の
で
、
報

告
し
ま
す
。

16
企
業
が

行
っ
た
説

明
に
つ
い

て
は
約

96
％
の
生

徒
が
「
理

解
で
き
た
」

と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　

説
明
会

後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に

企
業
か
ら

は
「
今
す
ぐ
の
就
職
で
は
な
い
が
、
説
明
を
真
剣
に

聞
い
て
く
れ
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
て
、
地
元
会
社

へ
の
興
味
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
」「
採
用

担
当
の
名
前
を
覚
え
、
帰
り
際
に
話
し
か
け
て
く
れ

た
生
徒
が
い
た
。
今
後
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る

良
い
機
会
だ
っ
た
と
感
じ
た
」「
質
問
や
問
い
か
け

に
挙
手
し
て
答
え
て
く
れ
る
子
が
多
か
っ
た
」「
生

徒
か
ら
、
専
門
的
な
質
問
が
多
か
っ
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。
興
味
を
も
っ
て
話
を
聞
い
て
も
ら
え
た
よ

う
に
感
じ
た
」
な
ど
、
中
学
生
の
真
剣
か
つ
意
欲
的

な
参
加
態
度
へ
の
感
想
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　
説
明
会
前
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
生
徒
か
ら
「
地
元
に
は
頼
れ
る
優
し
い
大
人
が

い
る
し
、
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
」「
ま
だ
就
き
た
い
職
業
が
決
ま
っ
て
い

な
い
人
に
今
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
く
れ
て
、
自
分
も
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
り
が
た
か
っ
た
し
、
勉
強
に
も
な
っ
た

の
で
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
な
り
た
い
職
業
を
見
つ
け
て
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」「
た

く
さ
ん
の
大
人
の
話
を
聞
い
て
、
吸
収
で
き
る
こ

と
が
す
ご
く
多
か
っ
た
。
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
私

た
ち
中
学
生
の
不
安
に
対
す
る
前
向
き
な
意
見
が

も
ら
え
て
す
ご
く
安
心
し
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

と
お
礼
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
企
業
説
明
会
実
施
前
に
は
、
地
元
で
働
き
た
い

と
考
え
て
い
る
生
徒
の
割
合
が
約
34
％
で
し
た

が
、
実
施
後
に
は
約
54
％
と
な
り
、
20
％
の
ア
ッ

プ
と
い
う
結
果
を
得
て
い
ま
す
。

説明会の前後での、地元で
働きたいという思いの変化

強く思う 思う どちらとも
いえない

あまり
思わない

まったく
思わない 未回答

説明会以前 5.5％ 28.7% 31.1% 26.2% 6.7% 1.8%
説明会参加後 10.4% 43.3% 35.4% 6.7% 2.4% 1.8%

説明会以前
説明会参加後

30％

50％

10％

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX43-3256　時間9:30～11:30

3 日水 敬老の日のプレゼントを作ろう！
17 日水 体を動かして遊ぼう！
27 日土 だしのこ園の運動会に参加しよう！ わいわい広場（神代こども園内）

☎ 44-2502　FAX44-2931　時間9:30～11:30

5 日金
【親子で好きな遊びをしながら、ゆったり過ごそう！】
・音が出たり、クルクルまわったり、感触が気持ちいい
玩具遊びをしよう
・安全で広いスペースを歩いたり、ハイハイしたりして
楽しもう（11:00 ～絵本の読み聞かせ）

19 日金

27 日土神代こども園親子運動会！
※入園前のお子さんも参加できるプログラムも用意し
　ていますので遊びに来てください。

おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX53-2919　時間9:30～11:30

3 日水 段ボールハウスや園の遊具で遊ぼう！
10 日水 お外であ・そ・ぼ！～お散歩も楽しいよ～
17 日水 お誕生会（8・9 月生まれのお友だち）

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX48-2525　時間9:30～11:30

3 日水 こども園で遊ぼう・身体測定
10 日水 敬老の日にプレゼントを作ろう !
20 日土 親子お楽しみ会に参加しよう！
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「金のがちょう」

生
涯
生
涯
学
習
学
習

学
び
学
び

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

心
豊
か
に

・生涯学習課
☎43-3383
・中央公民館
☎43-3535
・田沢湖公民館
☎43-1061
・角館公民館
☎54-1110

地
域
学
校
協
働
活
動

生
保
内
小
・
中
学
校

「
し
ら
は
ま
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」

▶天空遊園地まほろば《浜口倫太郎》
▶汚名《和田はつ子》
▶エレガンス《石川智健》
▶ニュースが消える日《堂場瞬一》
▶翠雨の人《伊与原新》
▶�伝説の相談員が教える幸せになれる老人ホーム探し《小菅 

秀樹／監修、マサまさる／マンガ》
▶�これでわかる！韓国のくらしの常識《ルナ・キョン / 文、ア

ンジ / 絵》
▶天国での暮らしはどうですか《中山有香理》
▶型やぶりの至極ごはん《ちぇる》
▶くまのおやこのきょうはさかなつり《エイミー・ヘスト》
▶へんしんもいもい《市原淳》
▶�ジブリの食卓千と千尋の神隠し《スタジオジブリ / 監修、

主婦の友社 / 編》
※このほかたくさんの新刊が入っています。

　　新着図書を紹介します

田沢湖図書館 ☎ 43-1307 9月の
休館日

1日㈪、8日㈪、15日㈪、16日（火・
振替休館）、22日㈪、23日（火・祝）
28日㈰、29日㈪、30日（火・整理休館日）

Instagram

フォローお願いします

テーマ展示

　明治から昭和にかけてアララギ派の代表的な歌人たちが
角館や田沢湖を訪れ、多くの歌を詠んでいます。
　アララギの歌人たちと角館を結び付けた大きな要因が、
角館出身の日本画家平福百穂の存在に他なりません。
　本展では、百穂が装丁した本を中心に資料を展示します。

▶��わたしの美しい戦場《寿木けい / 著》
▶�遺された者たちへ《マッテオ・B・ビアンキ / 著、関口英子 / 訳》
▶ダークネス《桐野夏生 / 著》
▶生命と時間のあいだ《福岡伸一 / 著》
▶アラート《真山仁 / 著》
▶�ラストインタビュー─藤島ジュリー景子との 47 時間─《早見和真

/ 著》
▶全員タナカヒロカズ《田中宏和 / 著》
▶正しい世界の壊しかた─最果ての果ての殺人─《彩藤アザミ / 著》
※このほかたくさんの新刊が入っています。

新潮社から寄贈された図書を紹介します

10:00～9月6日㈯　　

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎ 43-3333

学習資料館 ☎ 43-3333

エプロン
シアタ―

おはなしかい
おはなしかい

うさ
ぎ

のみみうさ
ぎ

のみみ
さいごは、みんなでぬり絵をしましょう

「夏の終わり」

9月の

「百穂とアララギの歌人たち」

会期：9月5日㈮～11月 9日㈰

 角館高校学校創立 100 周年記念

「
こ
け
玉
作
り
教
室
」

「
お
と
な
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

　
好
き
な
植
栽
を
選
ん
で
、
癒
や
し
の
こ
け

玉
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
9
月
24
日
㈬
10
時
～
12
時

●
場
所
／
小
野
崎
家（
角
館
公
民
館
）

●
講
師
／
黒
澤 

美
鈴 

氏

●
受
講
料
／
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

●�

持
ち
物
／
直
径
30
セ
ン
チ
以
上
の
台
所
用

ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
ゴ
ム
手
袋
、
タ
オ
ル
、

エ
プ
ロ
ン

●
定
員
／
10
人

●
申
込
期
間
／
9
月
1　

日
㈪
～
9
月
17
日
㈬

●
問
合
せ
／
角
館
公
民
館

　
音
楽
や
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
発
声
や
体
を
動
か

し
て
、
脳
ト
レ
や
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果
を

高
め
、
心
身
機
能
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。
未
経
験
の
方
で
も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●��

日
時
／
①
9
月
25
日
㈭ 

②
10
月
16
日
㈭

　
9
時
30
分
～
12
時
30
分

　

７
月
16
日
、
生
保
内
小
学
校
３･

５
年

生
と
生
保
内
中
学
校
１
年
生
が
し
ら
は
ま

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

大
変
蒸
し
暑
い
日
で
し
た
が
、
児
童
、

生
徒
た
ち
は
一
生
懸
命
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

活
動
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

　

活
動
に
は
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
の
会
員
、

田
沢
湖
畔
業
者
組
合
員
、
公
民
館
職
員
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
多
く
の
地
域

の
方
々
や
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
の

子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
砂
浜
に
は
ゴ
ミ
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の

落
ち
葉
が
散
乱
し
て
お
り
、
取
り
除
く
の

に
大
変
難
儀
し
て
い
ま
し
た
が
、
ゴ
ミ
袋

い
っ
ぱ
い
に
ゴ
ミ
や
落
ち
葉
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
猛
暑
の
今
年
の
夏
、
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
が
田
沢
湖
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
し
ら
は

ま
で
遊
泳
し
た
人
た
ち
は
、
気
持
ち
よ
く

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
活
動
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
日
9
時
か
ら

17
時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

『あなたの名』
《小池水音 / 著》

「見上げてごらん夜の星を…」

「
モ
ル
ッ
ク
教
室
」

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に
楽
し
め
る
モ

ル
ッ
ク
。
初
め
て
の
方
も
体
験
し
た
こ
と
の
あ

る
方
も
、
お
友
だ
ち
や
ご
家
族
、
近
所
の
方
を

誘
っ
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
10
月
3
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
毛
利 

俊
介 

氏

●
受
講
料
／
無
料

●
定
員
／
12
人

●
申
込
期
間
／
9
月
1

　
日
㈪
～
9
月
26
日
㈮

●
問
合
せ
／
田
沢
湖
公

　
民
館

『マスカレード・ライフ』
《東野圭吾》
集英社

『毎日食べたい！バナナのレシピ』
《BANANA FACTORY》
パイインターナショナル

『翆雨の人』
《伊与原新 / 著》

●��

場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

内
容
／
①
ア
カ
ペ
ラ
合
唱
、
②
ハ
ン
ド
ベ

ル
合
奏

●�

講
師
／
大
木 

彩
乃 

氏

（
ポ
ロ
リ
音
楽
教
室
）

●
受
講
料
／
無
料

●�

定
員
／
各
日
10
人

●
申
込
期
間
／
9
月
1
日

　
㈪
～
9
月
19
日
㈮

●
問
合
せ
／ 

中
央
公
民
館

「
和
紙
ｄ
ｅ
お
し
ゃ
れ
バ
ッ
グ
教
室
」

　
和
紙
を
使
っ
た
丈
夫
で
軽
い
、
上
質
な
雰
囲

気
を
持
つ
素
敵
な
バ
ッ
グ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。　

●��

日
時
／
9
月
29
日
㈪
、
10
月
8
日
㈬

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分（
全
2
回
）

●��

場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
三
浦 

節
子 

氏

●
受
講
料
／
１
８
０
０
円（
材
料
費
）

※�

バ
ッ
グ
の
持
ち
手
の
不

要
の
方
は
８
８
０
円

●
定
員
／
8
人

●
申
込
期
間
／
9
月
1
日

　
㈪
～
9
月
18
日
㈭

●
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

　

心
と
体
を
癒
や
す「
お
香
」。
そ
の
基
礎

知
識
に
触
れ
な
が
ら
、
気
軽
に
楽
し
む
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

香
道
の
作
法
を
学
ぶ
講
座
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●��

日
時
／
①
9
月
25
日
㈭ 

②
10
月
3
日
㈮

　
10
時
～
11
時
30
分

●��

場
所
／
①
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
、

②
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●��

講
師
／
平
野 

千
香
子 

氏（
器
と
お
香 

十

月 

じ
ゅ
う
が
つ
）

●��

受
講
料
／
無
料

●��

定
員
／
各
日
16
人

●��

申
込
期
間
／
9
月
1
日

㈪
～
9
月
19
日
㈮

●��

問
合
せ
／
①
田
沢
湖
公

民
館 

②
中
央
公
民
館

「
お
香
の
教
室
」

※9/2８は生保内節全国大会のため臨時休館します。

99月 月 とことこタイムとことこタイム

今月のテーマ展示

「共に生き ともに歩もう 認知症」
知っておきたい認知症の基本。
本を通して学んでみませんか？

ぐずったらどうしよう、なんて気にしなくて大丈夫な時間

毎週土曜日9:00～ 12:00

しかけ絵本をたくさん読みます！

「認知症を知ろう」

※8/25～ 9/4は展示替え休館になります。

9月の
休館日

1日㈪、8日㈪、15日㈪、
22日㈪、23日㈫、29日㈪、
30日（火・整理休館日）

スマホで簡単
蔵書検索

※9/9・26は 17時閉館になります。

9月の
休館日

8日㈪、15日㈪、
22日㈪、29日㈪、
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　8月2日、角館漁業協同組合の若手組合員によるルアー
フィッシングクラブ「P.M.C KAKUNODATE」（鈴木翼
会長）が、古城橋から横町橋までの左岸、桧木内川河川
敷のクリーンアップ活動を行いました。
　鈴木会長は、「今年は非常に暑く、降水量もかなり少
ないので、思うように釣りを楽しめていないが、鮎釣り
も含め県内外から多くの釣り人が楽しめるようきれいな
川を守っていきたい。地元アングラーとして、みんなで
自然を大事にし、未来のアングラーにつなぐことが重要
で、クラブとしてもその一翼を担えればと思っています」
と話しました。

自然や環境を守るために
　　　　クリーンアップを実施

　７月28 日、角館庁舎を会場に秋田県南部男女共同参
画センター主催による、「男女共同参画は少子高齢秋田
を変える “ 光 ”」講演会が開催されました。
　群馬県立女子大学名誉教授の佐々木尚毅さんを講師に
迎え、秋田から県外へ出た女性が戻らない傾向が高いこ
とやその背景について学びました。若い女性の流出が少
子化に影響することから、ジェンダーギャップを理解し、
男女共同参画社会の構築を考える内容で、社会全体の意
識向上が重要であることを再確認しました。

「男女共同参画は少子高齢秋田を変
える“光”」講演会を開催しました

草彅裕写真展「水を掬
むす

ぶ」 広島県との登山交流会を開催
　7 月 19 日、20 日の 2 日間、南八幡平山岳会（田口
善信会長）と広島市を中心に登山や山散策などの活動を
している広島観音野外学級（堤啓彰会長）との登山交流
会が行われ、広島から26人、南八幡平山岳会から7人
が参加しました。
　19日は、ドラゴンアイで有名な鏡沼や八幡沼などの
3つのコースで、秋田の山々と自然を味わいました。
　夜には、駒ヶ岳八合目の避難小屋に宿泊して交流会が
行われ、熊鍋やタケノコ汁を味わいながら、広島県の魅
力や秋田県の印象など語り合い、笑いの絶えない交流会
となりました。
　20 日も男女岳や男岳などの3コースに分かれ、秋田
駒ヶ岳周辺の山域トレッキングを楽しみました。
　広島県の方々からは、「素晴らしい景色とお花畑に感
動した。来て良かった」との声が寄せられました。

　角館町出身の写真家草彅裕さんの写真展「水を掬ぶ」
が、7 月 1 日から平福記念美術館で開催されています。
　8 月 9 日、本人によるギャラリートークが行われ作品
解説や写真展に込めた思いを話しました。草彅さんは「身
近な自然現象である水、雪、火などの瞬間と循環をテー
マに、肉眼では捉えにくい一瞬をカメラに収め、数百枚
撮影した中から 1 枚の写真を選んでいる」と撮影の裏側
を語りました。
　また、8 月 16 日にはワークショップが行われ、高校
生や大学生が参加して自然をテーマに思い思いの写真を
つくっていました。
　写真展は、9 月 21 日まで開催しています。ぜひこの
機会に、草彅裕さんの作品を通じて、自然の瞬間と循環
の美しさを体感してみてはいかがでしょうか。

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

各分野で活躍された皆さまをご紹介します

▶秋田県学校保健表彰（個人） 石川円

平成 8 年から約 30 年にわたり学校歯科医と
して子どもたちの歯と口の健康づくりに尽力
されてきました。定期健診のほか、毎月発行
する歯科情報「城南堂通信」や、授業・講演
への協力など、むし歯の大幅な減少に大きく
貢献されたことが高く評価されました。

第72回秋田県学校保健研究大会鹿角大会
（敬称略）

▶西明寺中・角館中学校バレーボール部 ３位

7 月 5 日から 6 日の 2 日間、CNA アリーナ（秋
田市）で行われ、西明寺中・角館中学校バレー
ボール部が代表決定戦を勝ち抜き、東北中学
校バレーボール大会に出場しました。

令和7 年度第74回秋田県中学校総合体育大会バレーボール大会

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

株式会社オーツーコーポレーション、ユニ・ケアー株式会社から
初潮セットを寄贈いただきました

　株式会社オーツーコーポレーション（宮城県多賀城市）、ユニ・ケ
アー株式会社（千葉県流山市）から、市内小中学校へ初潮セット（生
理ナプキン、リーフレットなど）285 セット、ウエットティッシュ
120 個を寄贈いただきました。ありがとうございました。

2121

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

百寿　8 月 1 日、 野村キミさん （角館町

小館） が１００歳の誕生日を迎えられ、

仙北市からお祝いと花束が贈呈され

ました。

野村 キミ野村 キミさんさん

　7 月 26 日、 杉宮孝子さん （西木

町上荒井） が１００歳の誕生日を迎え

られ、 仙北市からお祝いと花束が贈

呈されました。

杉宮 孝子杉宮 孝子さんさん

秋
田
県
消
防
協
会

　
　
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会

　

7
月
19
日
、「
大
曲
の
花
火
」
公

園
（
大
仙
市
）
を
会
場
に
、
秋
田
県

消
防
協
会
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
消

防
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

当
日
は
2
市
1
町
の
各
大
会

で
勝
ち
上
が
っ
た
上
位
分
団
が

出
場
し
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
と

規
律
訓
練
で
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　

仙
北
市
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
に
第
４
分
団
第
２
班
・
第
３

班
、
第
10
分
団
が
、
規
律
訓
練
の
部

に
は
第
４
分
団
、
第
５
分
団
、
第
８

分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

▼
仙
北
市
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
※
（　

）
は
地
区
名

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
３
位　

第
４
分
団
第
２
班
（
神
代
）

第
4
位　

第
10
分
団
（
中
川
）

第
5
位　

第
４
分
団
第
３
班
（
神
代
）

規
律
訓
練
の
部

優　

勝　

第
４
分
団
（
神
代
）

準
優
勝　

第
８
分
団
（
白
岩
）

第
３
位　

第
５
分
団
（
西
明
寺
）

規律訓練の部で優勝した第４分団。小型ポンプ操法の部で３位に輝き表彰を受ける第４分団第２班。

仙
北
市
観
光
大
使
交
流
会

観
光
振
興
と
本
市
の
魅
力
を
広
く
発
信

　

7
月
9
日
、
仙
北
市
観
光
大
使
交
流
会
を
「
あ
き
た

美
彩
館
（
東
京
都
）」
で
開
催
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

 

　

こ
の
交
流
会
は
、
市
長
を
交
え
て
お
互
い
に
情
報
共
有
や

意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
大
使
や
台
湾
親
善
大
使

に
よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化
や
今
後
の
誘
客
宣
伝
事
業
へ

活
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。 

　
現
在
、
観
光
大
使
を
お
願
い
し
て
い
る
の
は
仙
北
市
出
身
や
仙

北
市
に
ご
縁
の
あ
る
7
人
の
皆
さ
ま
で
す
。
当
日
は
、
橋
本
修
氏

（
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）、
三
枚
堂
正
悟
氏
（
株
式
会
社
バ
ス
ク

リ
ン
・
代
表
取
締
役
社
長
）、
小
桜
舞
子
氏
（
演
歌
歌
手
）、
ｈ
ａ-

ｊ
氏
（
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）、
髙
橋
靖
彦
氏
（
秋
田
ノ
ー
ザ
ン

ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
所
属
ラ
ー
ト
選
手
）
の
ほ
か
、
台
湾
親
善
大
使
の
一

青
妙
氏
（
作
家
・
女
優
・
歯
科
医
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 挨拶する橋本修氏。

　
交
流
会
で
は
、
行
政
側

か
ら
「
あ
き
た
角
館 

西

宮
家
」
が
、
ホ
テ
ル
「
和

の
ゐ 
角
館
」
に
生
ま
れ

変
わ
る
取
り
組
み
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
取
り
組

み
、
9
月
に
開
催
さ
れ
る

田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
の
申
し

込
み
状
況
な
ど
を
報
告
。

観
光
大
使
の
皆
さ
ま
か
ら

は
、
仙
北
市
の
観
光
情
報

の
発
信
に
と
ど
ま
ら
ず
、

引
き
続
き
応
援
す
る
と
い

う
心
強
い
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　たざわ湖スキー場では、オフシーズンでもお客さまに楽しんで
もらえるいろいろな取り組みが行われています。特に田沢湖を見
下ろしながら飲食ができたり、ゆっくりとくつろげる「田沢湖ミ
ハラステラス」が人気です。このような取り組みについて、角館
高校のインターン生がたざわ湖スキー場の草彅作博社長に話を聞
きました。

ミハラスを始めた理由は何でしょうか ?

スキーのシーズンが過ぎた夏の経営がよくな
かったので夏の間に人を集められるようなもの
はないかと考えたのが始まりでした。他県のス
キー場ではどんなことをしているか考えたとき
に長野県の岩岳スキー場でブランコを作ってい
たことを思い出しました。これなら、たざわ湖
スキー場のゲレンデの景色の良さを活かせると
おもい展望ブランコ「やっほい！ダイブ」を始
めました。また、冬以外の時期も銀嶺で料理を
食べたいというお客さまからの声が多かったの
で金・土・日・月曜日にレストラン営業を始め
ました。山の景色を楽しんで風を感じながら食
事をしてほしいです。

外国人観光客は増えましたか ?

アジア人の観光客は多くの方に来てもらってい
ますが、白人の観光客が少ないですね。

たざわ湖スキー場をこれからどのようにしていき
たいですか？

冬以外の期間でも親子やカップルなどどんな人が
来ても長時間楽しめるような場所にしたいと考え
ています。

小
さ
な
山
の
図
書
館

　
７
月
19
日
か
ら
、
亀
の
井
ホ
テ
ル
田
沢
湖
ロ

ビ
ー
を
会
場
に
「
小
さ
な
山
の
図
書
館
」
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
中
山
里
沙
さ
ん
が
発
案
し
、
田
沢
湖
図
書
館
、

亀
の
井
ホ
テ
ル
が
協
力
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
企

画
で
す
。

　
ブ
ー
ス
で
は
「
秋
田
の
郷
土
や
文
化
、
民
俗

の
書
籍
コ
ー
ナ
ー
」
と
「
３
か
月
ご
と
に
テ
ー

マ
が
変
わ
る
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、

遠
方
か
ら
来
た
方
で
も
本
を
通
じ
て
秋
田
を

知
っ
て
も
ら
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
8

月
ま
で
は
宿
泊
者
の
み
の
利
用
で
し
た
が
、
9

月
1
日
か
ら
15
日
（
利
用
時
間
は
10
時
か
ら
14

時
）
ま
で
は
仙
北
市
民
の
方
に
も
お
試
し
一
般

利
用
を
行
う
予
定
で
す
。

やっほい！ダイブ
＆

ミハラステラス

たざわ湖スキー場

田沢湖を見渡すことができる
「やっほい！ダイブ」。

たざわ湖スキー場のミハラ
ステラスでは、晴天時に美
しい田沢湖を一望できます。
自然の中で昼食やドリンク
を楽しみ、心安らぐひとと
きをお過ごしください。

仙北市事業者の植物や雑貨のディスプレイにも注目。
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おしらせおしらせ
ナビナビ

仙北市仙北市地域おこし
地域おこし協力隊コラム

協力隊コラム

　
２
０
２
２
年
10
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
仙
北
市
に
着
任
し
て
か
ら
、
あ
っ
と

い
う
間
に
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。今
月
末(

９

月
30
日
）
を
も
っ
て
任
期
を
満
了
い
た
し
ま

す
。

　
任
期
中
は
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

担
当
」
と
い
う
、
全
国
で
も
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
仙
北
市
で
、（
一
社
）
仙

北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会
の
一
員
と
し

て
活
動
し
ま
し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
予
約

対
応
や
海
外
の
旅
行
代
理
店
な
ど
と
の
商
談
、

協
議
会
事
業
の
担
当
、
旅
行
企
画
、
記
録
撮

影
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
業
務
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
時
に
は
至
ら
ぬ
点
も
あ
り
、

周
囲
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
温
か
く

助
け
て
い
た
だ
き
、
仙
北
市
の
人
々
の
優
し

さ
に
何
度
も
救
わ
れ
ま
し
た
。
協
力
隊
の
活

動
を
通
じ
て
、
地
域
に
深
く
関
わ
り
、
多
く

の
方
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
の
経
験
を
通
し
て
、「
今

度
は
自
分
が
仙
北
市
の
た
め
に
何
か
を
し
た

い
」
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、
こ
の
仙
北
市
に
本
社
を
置

く
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
！
主
な
事
業
内

容
は
映
像
制
作
と
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
販
売
で

す
。
地
域
の
魅
力
を
映
像
で
世
界
に
発
信
し

つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
て
い
た
頃
に
出

会
っ
た
本
場
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
仙
北
市
で

再
現
し
、
皆
さ
ま
の
心
と
お
腹
を
満
た
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
終
わ
り
ま
す
が
、
仙
北
市
で
の
ご

縁
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。
こ
の
地
で
得

た
経
験
と
つ
な
が
り
を
糧
に
、
今
後
も
地
域

の
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
立
場
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
変

わ
ら
ぬ
応
援
を
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。
そ
し
て
私
も
変
わ
ら
ぬ
愛
で
仙
北
市
を

応
援
し
続
け
ま
す
！

　
3
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

3 年間の感謝
をこめて

佐 藤 成 真

ドリンクが小さく見える！

た
ざ
わ
湖
・
龍
神
ま
つ
り

　

7
月
26
日
、
田
沢
湖
畔
で
「
た
ざ
わ
湖
・

龍
神
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
6
年
ぶ
り
に

「
双
龍
の
出
会
い
」
が
行
わ
れ
、
湖
面
に
浮
か

ぶ
龍
と
光
の
演
出
が
幻
想
的
な
物
語
を
描
い

て
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や

屋
台
が
な
ら
び
、「
創
作
和
太
鼓 
桂
組
」
や

「
キ
ャ
ミ
ソ
ウ
ル
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」
な
ど
多
彩
な

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
夜
に
は
龍
燈
な
が
し
が
静
か
に
湖

面
を
彩
り
、
続
く
花
火
が
夏
の
夜
空
を
鮮
や

か
に
染
め
上
げ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
々
は
、

伝
統
と
賑
わ
い
の
織
り
な
す
一
夜
を
心
ゆ
く

ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

白
岩
さ
さ
ら

　
8
月
15
日
、
雲
巖
寺
で
伝
統
的
な
「
白
岩

さ
さ
ら
」
の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

さ
さ
ら
舞
は
、
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
行
事
で
、
神
仏
の
供
養
や
五
穀
豊
穣
を
祈

る
た
め
に
、
毎
年
お
盆
の
時
期
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
獅
子
に
扮
し
た
舞
手
た
ち
は
、
太
鼓
の
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
力
強
い
演
舞
を
披
露
し
、

「
ザ
ッ
ザ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
ひ
ょ
っ
と
こ
の
面

を
か
ぶ
っ
た
道
化
役
が
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
舞

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
も
参
加
し
、「
こ
ど
も
さ
さ
ら
」
の
演

舞
も
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
、夜
に
は
角
館
の
立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
前
で
観
光
向
け
の
さ
さ
ら
舞
が
披
露
さ
れ
、

多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

令
和
7
年
度 

仙
北
市
二
十
歳
の
集
い

　
8
月
15
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
「
仙
北
市
二
十
歳
の

集
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
１
６
４
人
が
出
席
し
、
恩
師
な
ど
に
見
守

ら
れ
る
な
か
、
二
十
歳
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
芳
賀
元
気
さ
ん
が
司
会
を
務
め
、
鈴
木
威

武
生
さ
ん
、
新
田
目
真
弥
さ
ん
、
佐
藤
心
響
さ
ん
、
武

藤
涼
子
さ
ん
の
４
人
に
よ
る
誓
い
の
こ
と
ば
で
は
、
家

族
や
友
人
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を
伝
え
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
式
典
の
合
間
に
は
、
久
々
の
再
会
を
楽
し
み
な
が
ら

写
真
を
撮
っ
た
り
、
互
い
の
近
況
を
語
り
合
っ
た
り
と

笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

左から鈴木さん、新田目さん、佐藤さん、武藤さん。

祝

相　
談

▼
▼
▼C

onsultation

9
月
１
日
～
10
月
31
日
は

行
政
相
談
月
間
で
す

　

国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

▼
手
続
き
や
申
請
を
ど
こ
に
し
た
ら
よ

　

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
／
9
月
24
日
㈬ 

13
時
30
分
～

●�

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー 

第
2

研
修
室

●
相
談
員
／
草
薙
秀
樹
弁
護
士

●�

相
談
内
容
／
▼
一
般
法
律
相
談    

▼
サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
多

重
債
務
の
ご
相
談 

▼
中
小
企
業
・

個
人
事
業
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
高

齢
者
・
障
が
い
者
に
関
す
る
ご
相

談 

▼
交
通
事
故
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
子
ど
も
に
関
す
る
ご
相
談

●�

申
込
方
法
／
総
務
課
総
務
係
に

電
話
で
予
約

●
予
約
受
付
時
間
／
平
日
９
時
～
17
時

●�

相
談
時
間
な
ど
／
１
日
先
着
４
人
。

1
人
30
分
以
内
。（
①
13
時
30
分
～

14
時  

②
14
時
５
分
～
14
時
35
分 

③
14
時
40
分
～
15
時
10
分 

④
15
時

15
分
～
15
時
45
分
）

●�

そ
の
他
／
相
談
に
必
要
と
思
わ
れ

る
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

無
料
法
律
相
談

い
か
分
か
ら
な
い
▼
国
道
の
危
険
箇
所

を
改
善
し
て
ほ
し
い
▼
苦
情
を
申
し
出

た
い
が
、
ど
こ
に
伝
え
た
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い 

　
そ
ん
な
と
き
は
、
行
政
相
談
委
員
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
行
政
相
談
委
員
と
は
】　　
　
　
　

 

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
て
、
国
の
仕
事
な
ど

に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を

受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機

関
と
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の
解
決
を

図
る
「
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
」

で
す
。
定
例
相
談
所
や
そ
れ
ぞ
れ
電

話
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●�

行
政
相
談
委
員
／

▼�

大
楽
進 

☎
53ｰ

２
６
９
０

▼�

芳
賀
昭
範 

☎
48ｰ

２
３
５
９ 

●�

９
月
相
談
所
開
設
日
・
場
所
／

▼
18
日
㈭
・
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
28
日
㈰
・
市
役
所
桧
木
内
出
張
所

●�

時
間
／
13
時
～
15
時

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

令
和
7
年
度
第
9
回

お
薬
相
談
会

　

今
、
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と
、

ご
家
族
が
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と

な
ど
、
お
薬
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

家
に
残
っ
て
い
る
薬
の
整
理
（
持
参

し
た
場
合
）
や
家
庭
用
医
薬
品
な
ど

お
薬
の
こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
に
の

り
ま
す
。

●�

日
時
／
９
月
30
日
㈫ 

15
時
～
16
時
30
分

●�

場
所
・
問
合
せ
／
ク
オ
ー
ル
薬
局

田
沢
湖
店

☎
43ｰ

９
１
８
９
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セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

▼
▼
▼Sem

inar&Lesson

矢
野
順
子
さ
ん

健
康
づ
く
り
講
演
会

　

生
命
の
貯
蓄
体
操
の
指
導
者
の
矢

野
順
子
さ
ん
に
よ
る
健
康
づ
く
り
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
／
9
月
13
日
㈯
10
時
～
11
時
30
分

●�

場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

内
容
／
▼
講
話
「
健
康
寿
命
を
の
ば

す
生
命
の
貯
蓄
体
操
と
は
」
▼
体
操

体
験「
丹
田
呼
吸
と
ゆ
る
め
る
体
操
」

●�

参
加
費
・
定
員
／
▼
無
料
▼
定
員
に

満
た
な
い
と
き
は
当
日
参
加
可

●�

申
込
・
問
合
せ
／
坂
本

☎
０
９
０ｰ

５
５
９
３ｰ

７
１
１
３

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
】

・
７
月
受
付
分　
敬
称
略

▼�

藤
井
義
廣 

※
神
代
中
学
校
第
18
期

喜
寿
を
祝
う
会
（
卒
田
字
鹿
狩
）

▼�

八
栁
克
仁
（
角
館
町
山
根
町
）

▼�

上
杉
千
代
子
（
桧
木
内
字
高
屋
）

▼
黒
澤
文
喜
（
生
保
内
字
武
蔵
野
）

落
と
し
物
の
届
け
出
は

「
オ
ン
ラ
イ
ン
遺
失
届
」
が
便
利
で
す

　

落
と
し
物
を
し
て
し
ま
っ
た
と
き

は
、
場
所
や
時
間
を
選
ば
ず
に
届
出

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
オ
ン
ラ
イ

ン
遺
失
届
」
が
便
利
で
す
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
警
察
に
届

い
て
い
る
落
と
し
物
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
検
索
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
に
行
か

な
く
て
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

か
ら
落
と
し
物
の
届
出
・
検
索
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
警
察
署
会
計
課 

☎
53ｰ

２
１
１
１

　

県
内
最
大
級
の
環
境
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
人
気
ゲ
ー
ム
の
世
界
で
環
境
に

つ
い
て
学
べ
る
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
や

身
近
な
脱
炭
素
行
動
に
関
す
る
体
験

ブ
ー
ス
な
ど
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し

み
な
が
ら
環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
企

画
を
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
／
▼
10
月
11
日
㈯ 

10
時
～
16
時

▼
10
月
12
日
㈰ 

10
時
～
15
時

●�

場
所
／
ア
ゴ
ラ
広
場
・
秋
田
駅
前
大

屋
根
通
り
（
入
場
無
料
）

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
温
暖
化
対
策
課

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

１
５
６
０

第
23
回
「
あ
き
た
エ
コ
フ
ェ
ス
」
開
催

　
令
和
7
年
度
県
営
事
業
、
土
地
改
良

区
維
持
管
理
事
業
に
伴
い
、
次
の
と
お

り
長
期
断
水
と
な
り
ま
す
。
断
水
期

間
中
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
大
変
ご

秋
田
県
仙
北
平
野
土
地
改
良
区
管
内

用
水
路
の
長
期
断
水
に
つ
い
て

自
動
車
学
校
へ
の
早
期
入
校

の
お
願
い

　

例
年
、
冬
休
み
以
降
、
高
校
生
の

自
動
車
学
校
へ
の
入
校
が
集
中
し
、

入
校
時
期
に
よ
っ
て
は
年
度
内
に
卒

業
で
き
な
い
生
徒
さ
ん
も
お
り
、
就

職
や
進
学
に
間
に
合
わ
な
い
と
い
っ

た
事
態
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

県
内
自
動
車
学
校
で
は
、
こ
う
し

た
事
態
を
少
し
で
も
解
消
し
、
生
徒

さ
ん
や
ご
父
兄
の
方
の
希
望
に
応
じ

た
ス
ム
ー
ズ
な
運
転
免
許
取
得
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
10
月
入
校
や
11
月

入
校
な
ど
、
可
能
な
限
り
の
早
期
入

校
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
一
般
社
団
法
人
秋
田
県

指
定
自
動
車
教
習
所
協
会

☎
０
１
８ｰ

８
６
２ｰ

２
３
１
３

あ
じ
さ
い
ぶ
ら
っ
と
サ
ロ
ン

　
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
は
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
ち
幸
せ
な
未
来
に
つ
な

が
る
よ
う
と
も
に
考
え
、
語
り
合
い
な

が
ら
歩
む
仲
間
で
す
。
親
と
子
の
悩
み

を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
事
前
連
絡
不
要
）

●�

日
時
／
９
月
10
日
㈬
・
24
日
㈬

  

10
時
～
12
時

●�

場
所
／
ち
ば
珈
琲
店（
角
館
町
竹
原
町
）

　
一
昨
年
か
ら
の
継
続
で
「
歌
こ
そ
は

心
の
い
こ
い
Ⅲ
」
と
題
し
て
合
唱
し
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●�

日
時
／
9
月
28
日
㈰

　
▼
開
場
13
時 

▼
開
演
13
時
30
分

●�

入
場
料
／
無
料

●�

場
所
／
中
仙
市
民
会
館「
ド
ン
パ
ル
」

●�

問
合
せ
／
角
館
混
声
合
唱
団
団
長 

佐
藤
心一

☎
０
９
０ｰ

３
６
４
３ｰ

６
６
９
３

角
館
混
声
合
唱
団

第
24
回
定
期
演
奏
会
♪

　

当
地
で
の
創
業
希
望
者
な
ど
を
対

象
と
し
た「
せ
ん
ぼ
く
創
業・経
営
塾
」

を
開
催
し
ま
す
。
経
営
に
関
す
る
基

本
的
事
項
の
解
説
や
各
種
支
援
制
度

の
紹
介
、
経
営
計
画
の
作
成
な
ど
を

行
う
３
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。

開
催
日
時
、
場
所
な
ど
の
詳
細
は
広

報
せ
ん
ぼ
く
10
月
号
に
折
り
込
み
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
商
工
会

☎
54ｰ

２
３
０
４

令
和
７
年
度

せ
ん
ぼ
く
創
業
・
経
営
塾

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
原

則
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
」
を
条
件
に
、
元
気
な
方
の
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
短
時
間
の
仕

事
や
あ
る
程
度
継
続
的
な
仕
事
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
内
容
の
お
仕
事
が
あ
り
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
事
務
局
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●�

今
後
の
説
明
会
／
▼
9
月
22
日
㈪

▼
10
月
20
日
㈪
▼
11
月
20
日
㈭

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

仲
間
作
り
説
明
会

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

断
水
期
間
／

　
9
月
10
日
㈬
～
11
月
20
日
㈭

●�

断
水
施
設
／
▼
1
号
幹
線
用
水(

１

幹
か
ら
分
水
さ
れ
る
直
分
す
べて
）

　
▼ 

2
号
幹
線
用
水
路
（
四
ヶ
村
堰
）

●�

主
な
工
事
内
容
／
用
水
管
理
シ
ス

テ
ム
機
器
の
部
品
交
換
な
ど

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
仙
北
平
野
土
地

改
良
区
管
理
課　

☎
０
１
８
７ｰ

62ｰ

０
１
８
０

　

 

次
の
日
程
で
秋
田
県
野
球
協
会
主

催
の
野
球
審
判
員
２
種
公
認
資
格
審

査
会
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
程
・
場
所
／

・
10
月
25
日
㈯
／
秋
田
市
立
桜
中
学
校 

・
10
月
26
日
㈰
／
横
手
市
立
横
手
北
中
学
校 

・
受
付
／
８
時
30
分
か
ら 

・�

座
学
、
実
技
講
習
／
９
時
か
ら
（
午
前

で
終
了
予
定
）

●�

受
験
資
格
／
令
和
７
年
４
月
２
日

現
在
で
県
内
在
住
で
あ
り
、
満
17

歳
以
上
60
歳
以
下
を
原
則
と
し
ま

す
（
高
校
生
は
３
年
生
の
み
）。

●
受
講
料
／
３
千
円
（
当
日
徴
収
）

※
高
校
生
は
無
料 

●�

受
講
申
込
／
10
月
17
日
㈮
ま
で
に

次
の
担
当
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
当
日
受
付
も
可

●
そ
の
他
／

・�

運
動
が
で
き
る
服
装
（
ジ
ャ
ー
ジ
、

運
動
靴
、
帽
子
）・
内
履
き
、
筆
記

用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

高
校
生
な
ど
運
転
免
許
が
な
い
方
の
送

迎
は
当
支
部
審
判
員
が
行
い
ま
す
の
で
、

担
当
者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

担
当
／
秋
田
県
野
球
協
会
審
判
部

北
仙
北
支
部

☎
浅
利
０
９
０ｰ

２
３
６
５ｰ

８
４
６
４

☎
草
彅
０
９
０ｰ

４
０
４
１ｰ

６
４
０
４

野
球
審
判
員 

２
種
公
認
審
判
員

資
格
審
査
会

●�

申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
55ｰ

１
６
４
６

●�

参
加
料
／
３
０
０
円

●�
問
合
せ
／
▼
安
藤
☎
０
９
０ｰ

２
９
８
９ｰ

２
９
１
８
▼
伊
藤
☎

０
９
０ｰ

３
３
６
３ｰ

４
３
９
１
▼
千

葉
☎
０
９
０ｰ

６
６
８
６ｰ

７
３
０
１

（
ち
ば
珈
琲
店
）

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会 

9
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
事
前
予
約
制
で
相
談
援
助
活
動
と

し
て
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
日
３
日
前
ま
で
予
約
の
ご

連
絡
を
く
だ
さ
い
。

※
民
生
児
童
委
員
が
対
応
し
ま
す
。

●�

日
時
・
場
所
／

▼�

10
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
福

祉
医
療
セ
ン
タ
ー

▼
11
日
㈭ 

13
時
～
15
時
・
角
館
支
所

▼
16
日
㈫ 

10
時
～
12
時
・
西
木
支
所 

▼�

17
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
総

合
開
発
セ
ン
タ
ー 

 

●�

申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
社
会
福

祉
協
議
会

▼
角
館
支
所 

☎
52ｰ

１
６
２
４ 

▼
田
沢
湖
支
所 

☎
43ｰ

１
３
６
８

▼
西
木
支
所 

☎
48ｰ

２
９
４
０

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

　
10
月
1
日
の「
法
の
日
」に
合
わ
せ
、

司
法
書
士
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●�
日
時
／
10
月
５
日
㈰

  

9
時
30
分
～
12
時

●�

場
所
／
大
仙
市
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

●�

主
催
／
秋
田
県
司
法
書
士
会

●�

相
談
内
容
／
▼
登
記
、
相
続
▼
成
年

後
見
▼
遺
言
、
多
重
債
務
、
悪
質
商

法
、
売
掛
金
▼
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル

●�

相
談
方
法
／
面
談
※
予
約
不
要

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
司
法
書
士
会 

☎
０
１
８ｰ

８
２
４ｰ

０
０
５
５

お
知
ら
せ

▼
▼
▼Inform

ation

　
消
防
署
で
は
救
急
業
務
や
救
急
医
療

の
正
し
い
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
９
月
９
日
を
「
救

急
の
日
」
と
し
て
P
R
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
救
急
の
日
を
含
む
１
週
間
は
「
救
急

医
療
週
間
」で
す
。
消
防
署
で
は
企
業
、

個
人
で
の
救
命
講
習
会
の
受
講
申
し
込

み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
X
（
旧Tw

itter

）
の
大
曲

仙
北
消
防
本
部
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
各

種
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
日
頃
の
業
務
の
様

子
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
角
館
消
防
署 

救
急
班

☎
54ｰ

２
３
０
２

９
月
９
日
は
救
急
の
日

土
砂
・
洪
水
氾
濫
流
域
調
査　

現
場
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

土
砂
・
洪
水
氾
濫
リ
ス
ク
の
高
い

流
域
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
現

場
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

●�

内
容
／
①
渓
流
断
面
サ
ン
プ
リ
ン

グ
調
査 

②
保
全
対
象
（
家
屋
な
ど
）

の
確
認 

③
写
真
撮
影

▼�

調
査
時
は
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
や
土

地
の
所
有
者
の
方
の
立
会
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
（
家
屋
に
は
立
ち
入
り
ま

せ
ん
） 

。

▼�

詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●�

実
施
期
間
／
9
月
中
旬
か
ら
11
月（
予

定
）

●�

実
施
業
者
／
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ

ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

※
調
査
時
に
は
身
分
証
明
書
を
携
行
し
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
地
域
振
興
局
建
設
部

企
画
・
建
設
課
企
画
監
理
チ
ー
ム

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

３
１
１
１

お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ァ
イ
ナ
ル

　

活
動
開
始
か
ら
27
年
、
フ
ァ
イ
ナ

ル
と
な
る
今
回
は
大
人
の
心
に
も
響

く
作
品
、
私
た
ち
に
と
っ
て
心
の
支

え
と
な
っ
て
き
た
作
品
を
披
露
し
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。 

●�

日
時
／
９
月
29
日
㈪

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分 （
13
時
開
場
） 

●�

場
所
／
角
館
公
民
館
（
小
野
崎
家
）

●��

出
演
／
▼
小
栁
生
子
（
お
は
な
し
）

▼
安
藤
満
里
（
ピ
ア
ノ
・
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
）▼
倉
持
千
惠
子（
ピ
ア
ノ
）

▼
鈴
木
明
美
（
歌
）
▼
髙
橋
眞
行
美

（
手
話
）
▼
田
村
雄
幸
（
歌
）

●�

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ハ
メ
ル
ン
の
ふ
え
ふ

き
（
ド
イ
ツ
の
伝
説
）
／
や
さ
し
い

ラ
イ
オ
ン
（
や
な
せ
た
か
し
）
ほ
か

●
問
合
せ
／
小
栁

☎
０
８
０ｰ

１
８
０
４ｰ

３
４
６
３

募　
集

▼
▼
▼Recruitm

ent

　
歩
い
て
グ
ル
メ
で
ベ
タ
ー
ラ
イ
フ
。

8
回
目
は
内
陸
線
が
見
え
る
絶
景
里

山
カ
フ
ェ
ま
で
さ
ん
ぽ
し
ま
す
。

※�

ラ
ン
チ
や
休
憩
含
め
て
約
3
時
間

の
予
定

●�

実
施
日
／
10
月
４
日
㈯ 

10
時
30
分

●�

場
所
／
合
川
駅

●�

申
込
・
問
合
せ
／

▼�

す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
は
事
前
に
ご
予

約
が
必
要
で
す
。

▼�

催
行
人
数(

５
人
以
下)

を
下
回
っ

た
場
合
は
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼�

各
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
料
、
詳
細
に
つ

い
て
は
内
陸
線
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す

▼
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道 

☎
０
１
８
６ｰ

82ｰ

３
２
３
１

第
8
回
目
参
加
者
募
集

内
陸
線
里
山
さ
ん
ぽ

秋
田
県
立
学
校
職
員(

現
業
職
員)

募
集

　

秋
田
県
内
の
県
立
高
等
学
校
、
特

別
支
援
学
校
な
ど
に
勤
務
し
、
施
設

設
備
の
運
転
管
理
、
校
舎
内
外
の
環

境
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●�

応
募
資
格
／
昭
和
60
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方

●�

応
募
期
間
／
募
集
中
～
9
月
30
日
㈫

17
時
ま
で

●�
問
合
せ
／
秋
田
県
教
育
庁
高
校
教

育
課
調
整
・
企
画
チ
ー
ム

☎
０
１
８ｰ
８
６
０ｰ

５
１
６
１

認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト

あ
き
た 

オ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ

　
認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
あ
き
た
オ

レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。            

　
詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。 

●�

日
時
／
９
月
21
日
㈰ 

11
時
～
16
時
30
分

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
13
時
～
）

●�

場
所
／
横
手
市
民
会
館

●
内
容
①
／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　
認
知
症
当
事
者
２
人
と
活
動
パ
ー
ト

ナ
ー
が
思
い
を
語
り
ま
す
。 

【
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
】

▼�

藤
田
和
子
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人 

日

本
認
知
症
本
人
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
代
表
理
事
）

▼�

神
原
繁
行
さ
ん(

あ
き
た
オ
レ
ン
ジ
大
使
）

●�

内
容
②
／
吹
奏
楽
団
と
音
楽
を
楽
し
も
う

●�

申
込
／ 

会
場
参
加
者
は
不
要
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
ウ
ェ
ブ
視
聴
は
要
申
し
込

み
（
申
し
込
み
期
限
9
月
15
日
）

●
問
合
せ
／
横
手
興
生
病
院

☎
０
１
８
２ｰ

32ｰ

２
０
７
８

せ
ん
ぼ
く 

ハ
ー
ト
フ
ル

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
5

　
「
仙
北
市
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
芸
能

文
化
発
表
会
」
を
一
新
し
、「
せ
ん
ぼ

く
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」

と
題
し
て
開
催
し
ま
す
。 

●�

日
時
／
９
月
13
日
㈯

　

 

17
時
～
19
時
（
16
時
30
分
開
場
）

●�

場
所
／
愛
仙
（
仙
北
市
西
木
町
小
渕

野
字
中
関
７
）

●�

日
程
／
▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
▼
招
待
演

芸
▼
エ
ン
デ
ィ
ン
グ （
打
ち
上
げ
協

賛
花
火
）

※�

そ
の
他
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
ド
リ
ン
ク
コ
ー

ナ
ー
、
縁
日
ゲ
ー
ム
、
販
売
、
展
示
な
ど

●�

問
合
せ
／
秋
田
ふ
く
し
ハ
ー
ト
ネ
ッ

ト
愛
仙
内
（
実
行
委
員
会
事
務
局
）

☎
47ｰ

３
０
０
１
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年金生活者支援給付制度年金生活者支援給付制度について
　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やそのほかの所得額が一定基準以下の、年金受給者の生活を支
援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が行います。

対象となる方対象となる方
●老齢基礎年金を受給している方

次の要件をすべて満たしている必要があります。
☑　65 歳以上である
☑　世帯員全員が市民税非課税となっている
☑　年金収入額とそのほかの所得額の合計が 90 万
　　円以下である

●障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
次の要件を満たしている必要があります。
☑　前年の所得額が約 479 万円以下である。

請求手続き請求手続き
①　新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方

　お受け取りの対象になる方には、日本年金機構から9月初旬ごろから、請求可能な旨のお知らせを送付
します。同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入し提出してください。令和 8 年 1 月 5 日
までに請求手続きが完了すると、令和 7 年 10 月分からさかのぼって受け取ることができます。

②　年金を受給しはじめる方
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市役所で請求手続きをしてください。

請求手続きは
お早めに !

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください
・�日本年金機構や厚生労働省から、電話でお客さまの家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号をお聞きし

たり、手数料などの金銭を求めたりすることはありません。

年金生活者給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。
『給付金専用ダイヤル』☎0570-05-4092（ナビダイヤル）

年金生活者支援給付金 検索

問 国保市民課　☎ 43-3316
大曲年金事務所　☎ 0187-63-2296

厚生労働省
ホームページ→

仙北警察署からのお願い

　9 月 7 日から 9 日までの 3 日間、「角館の
お祭り」が開催されます。過去には、大規模
イベントや施設がテロの標的となったことが
あります。
　テロを未然に防止するため、不審な人・物・
車などの警戒をお願いします。

角館のお祭りに向けテロ警戒中
問 仙北警察署　☎ 53-2111

不審者・不審物発見のポイント
check!

【人や車】
・周囲の状況からみて、動作や見た目が不自然
・見慣れない車が長時間駐車（何度も往復）

【物】
・周囲の状況からみて、形・中身・大きさが不自然
・隠すように置かれている
・異様なにおいがする
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ママ イイ ナナ 急急救救
始まります！

マイナ救急とは？

　マイナ救急は、救急隊が、マイナ保険証を活用して受診歴
や処方薬などの情報を取得することで、より的確な救急業務
を行うものです。
　通常の救急搬送では、現場に到着した救急隊が、患者さん
のお名前や既往歴・受診歴・処方薬・かかりつけ病院などを、
本人または家族などから、口頭で聞き取ります。
　救急隊がマイナ保険証を活用して、患者さんの正確な情報
を確認できれば、より早く搬送先の病院を選定でき、搬送先

マイナ保険証の携行を！

　もしもの時に備えて、マイナンバーカードの取得・保険証
登録、そして、普段からの持ち歩きにご協力をお願いします。

の病院も救急隊からの正確な情報により、患
者さんに合わせた治療の事前準備に取りかか
ることができます。救急隊は必要な救命処置
や観察も的確に行い、現場から病院まで患者
さんに寄り添った救急活動ができます。
　マイナ救急は、全国の消防本部で開始され
ています。詳しくは、総務省消防庁のショー
ト動画をご覧ください。

総務省消防庁

消防本部公式 X

令和７年10月1日から実証事業開始

問合せ
大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 救急課
☎ 0187-63-0318

すぐ向かいます！

出
動
出
動

マ
イ
ナ
保
険
証
を

準
備
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を

お
借
り
し
ま
す
。

 専用タブレットで読み込むと…

 ・かかりつけ医療機関
 ・薬剤情報
 ・健診結果
 などの情報が確認できます！

介護保険事務所からのお知らせ

介護保険住宅改修受領委任払事業者の
新規登録研修会の開催について
　住宅改修費の支給に係る受領委任払事業者は登録申請が必要とな
り、次の日程の研修会を受講された事業者のみ登録申請が可能になり
ます。現在、登録となっている受領委任払事業者の有効期間について
は、令和９年 11 月（最長３年）までとなっています。そのため、令
和７年度については新規登録研修会のみを開催し、更新の研修会は開
催しません。
　この研修では、受領委任払いを利用して住宅改修を行った際の流れ
や介護給付の対象になる住宅改修の項目、よくある質問などを内容と
します。

check!

 問合せ
 大曲仙北広域市町村圏組合 
 介護保険事務所保険給付班 
 ☎ 0187-86-3911

「受領委任払い」とは…

被保険者から受領委任を受けた住
宅改修業者には介護給付内工事代
金の１割、２割または３割が被保
険者から支払われ、残りの９割、
８割または７割が介護保険事務所
から支払われる制度です。

●日時／ 10 月 28 日㈫　13:30 ～ 14:30（受付 13:10 ～）
●場所／大仙市役所仙北支所 ３階 大会議室
●申込期限／ 10 月 10 日㈮必着
　申込書は「OS 介護ネット（二次元コードからもご覧になれます）」
よりダウンロードし、FAX または郵送でお申込みください。

OS介護ネット→



田口竹文　　 （73 歳・生保内字石神）

鈴木和則　　 （74 歳・生保内字下高野）

髙橋ワカ　　 （93 歳・生保内字武蔵野）

伊藤俊雄　　 （78 歳・生保内字武蔵野）

前田志賀子　 （79 歳・生保内字街道ノ上）

千葉幸博　　 （62 歳・生保内字街道ノ上）

　口昭治　　 （92 歳・生保内字野中）

佐藤チヨ子　 （94 歳・刺巻字明戸）

浦山進　　　 （96 歳・田沢字春山）

堀川サキ子　 （87 歳・田沢字沼田）

髙橋ヱイ子　 （84 歳・角館東前郷字柳持）

戸村信夫　　 （76 歳・神代字野中清水）

草　レイ子　　 （95 歳・卒田字上真崎野）

髙倉好實　　　 （88 歳・卒田字黒倉）

佐藤セツ　　　 （91 歳・下川原）

小田長惠　　　 （71 歳・菅沢）

歌代悦子　　　 （96 歳・岩瀬）

本田清治　　　 （61 歳・山谷川崎下大場）

田口真里子　　 （69 歳・雲然上町屋）

佐藤定雄　　　 （93 歳・雲然荒屋敷）

鈴木　　　　　 （92 歳・下延荒処）

小木田ヒサヱ　 （94 歳・八割西ケ沢）

千葉公夫　　　 （78 歳・白岩前郷）

門脇光郎　　　 （86 歳・上桧木内字坂本）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

37人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和7年8月1日現在）

出生
5人 33人

死亡 転入 転出
28人

人口 22,499 人
（－ 27）　

男  10,433 人 （－ 32）
女  12,066 人 （＋   5）
世帯数 10,227 世帯 （－   8）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から

――77月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   8,428 人
角　館 10,458 人
西　木   3,613 人

栗林莉
り こ
瑚 （正弥・上菅沢）

髙橋凪
なぎさ
咲 （優・白岩前郷）

荒木田羽
う あ
愛 （隼・門屋字六本杉）

9/ 1      ～10/         1  

※表記の価格はすべて税込価格です。

informationおもてなしせんぼく耳より情報

仙北市カレンダー

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。
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●こころの相談（角館庁舎 13:30 ～、14:30 ～ ）
●集団健（検）診（詳細は13ページをご覧ください）

２
３ ●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13:00 ～ 15:30）

４ ●すくすく成長記録Day（さくラッコ 10:00～11:00）

５ ●百穂とアララギの歌人たち（新潮社記念文学館）

６ ●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00～12:00）
●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館 10:00～ ）

　  7     ●角館祭りのやま行事
　　　　　山本歯科医院（角館町・☎0187-53-2058）

８ ●角館祭りのやま行事 佐竹北家上覧・おやま囃子コンクール（旧
石黒（恵）家 10:00～17:30）

９

１０
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療センター
13:00 ～ 15:00）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00～
12:00）

１１ ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（角館支所13:00 ～ 15:00）

１２ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～ ）

１３
●せんぼく ハートフルフェスタ2025（愛仙17:00 ～ 19:00）
●矢野順子さん 健康づくり講演会（田沢湖総合開発センター10:00 
～ 11:30）

１４ 　　　　　米澤歯科医院（大仙市長野・☎0187-56-4460）

１５

１６
●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00）
●オレンジカフェ（下延コミュニティーセンター 14:00 ～ 16:00）

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（西木支所10:00 ～ 12:00）

１７

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00）
●オレンジカフェ（NPO 法人かじか瀬スペース 10:00 ～ 12:00）

●オレンジカフェ（白岩コミュニティセンター 14:00 ～ 16:00）

●あつまれ！0歳児！！（さくラッコ 10:00～12:00）

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター
13:00 ～ 15:00）

１８ ●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00）

１９ ●仙北市長選挙 立候補予定者説明会（田沢湖庁舎 10:00～ ）

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●発行日　1 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
● URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱三森印刷

２０
２１ ●第38回田沢湖マラソン（詳細は10ページをご覧ください）

　　　　　冨岡歯科医院（大仙市太田町・☎0187-88-1123）

２２
● TAZAWAKO BULE WEEK2025（詳細は4ページをご覧ください）

●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～ ）

２３

２４

●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●骨粗しょう症検診（詳細は12ページをご覧ください）

●包和花カフェ（旧田沢湖デイサービスセンター14:00 ～ 16:00）

●こけ玉作り教室（小野崎家10:00 ～ 12:00）
●無料法律相談（角館交流センター 第2研修室 13:30 ～）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00～
12:00）

２５
●おとなのリトミック（西木総合開発センター9:30 ～ 12:30）
●お香の教室（田沢湖総合開発センター10:00 ～ 11:30）

仙北警察署（10:00 ～ 11:15）
㈱今光学機械製作所 秋田工場（13:00 ～ 13:45）
インスペック㈱（14:45 ～ 16:00）

２６ ●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30）
●わくわく広場（さくラッコ 10:30～11:30）

２７
●オレンジカフェ（グループホーム花みづき3号館地域交流室 14:00 
～ 16:00）
●オレンジカフェ（さわやか桜館1階ホール 14:00 ～ 16:00）

２８
●第38回生保内節全国大会（仙北市民会館 8:30～ ）
●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 15:00）
　　　　　冨塚歯科医院（大仙市刈和野・☎0187-75-1125）

２９

●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～ ）

●健診結果説明会（詳細は12ページをご覧ください）

●和紙 deおしゃれバッグ教室（西木総合開発センター13:30 ～ 
15:30）
●おはなしコンサート ファイナル（角館公民館13:30 ～ 15:30）

３０ ●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00 ～ 16:30）
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上杉照夫　　　 （81 歳・桧木内字高屋）

浅利志保子　　 （81 歳・桧木内字久保）

前田菊治　　　 （94 歳・桧木内字大森）

浅利春一　　　 （90 歳・桧木内字松葉）

富樫三郎　　　 （94 歳・門屋字六本杉）

月 99水
おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）

休日歯科  ：休日歯科当番医（診療時間：9:00 ～ 12:00）休日歯科

休日歯科

月

水

火

木

金

土

土

日

休日歯科

日

月

火

月

水

木

火

木

水
休日歯科

金 金

土

日

月

土

日

月

献　血

火

KJ　このたびの豪雨で
被害にあわれた皆さま
に、心よりお見舞い申し
上げます。私たちの暮ら

しは自然とともにあり、災害とは隣
り合わせなんだと改めて実感しまし
た。日頃からできる小さな備えをし
ていきたいと思います。

広報担当
者の

広報担当
者の

つつ
ややききぶぶ

MI　厳しい暑さが続き
ます。昔は、お盆を過ぎ
ると涼しくなると耳にし
ましたが、今は違います

ね。このたびの豪雨で被害にあわ
れた皆さま、体調を崩されません
よう、何卒ご自愛ください。

KT　今年の 4 月から広
報を担当し、今回で 5
回目の制作になりまし
た。取材の合間に天候

がころころ変わり、思うように進ま
ないこともありますが、少しずつ慣
れてきた気がします。9 月号も手軽
に手を取って楽しんでいただけたら
うれしいです。

水

木

金

火

水

休日歯科

民

毎週土曜

P2

P4 ～28日まで 

P4

P9

P10

P11

P11

P11

P11

P11

P11

P11

P11

P11

P11

P12 ～25日まで 

P12 ～11月4日まで 

P13

P14

P14

P14

P14

P14

P14

P16

P16

P16 ～19日まで 

P18

P18

P18

P18

P19

P19

P19 ～11月9日まで 

P25

P25

P25

P25

P26

P26

P26

P26

P26

P26

P27

P27

P27

～9日まで 

 おすすめ！「日帰りプラン」
お料理おひとり様　4,000円～　※お飲み物代別途
各種会合、ご宴会はクリオンにおまかせ！
上記以外の内容もご相談承ります。ぜひお問い合わせください。

 9月のメンテナンス休館日
9 月 25 日㈭はメンテナンスのため休館します。
最新情報はクリオン公式 SNS（X）またはホームページでもご確認
いただけます。

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00リオン 角館町西長野古米沢 30-19　☎ 55-5888

　 8:30～21:30

 日帰り休憩プラン　ご予約は4名様より
特製弁当　3,900円／特撰会席　4,900円／旬彩御膳　5,900円
ご入浴＋お食事＋ご休憩付き
 9月のメンテナンス休館日
9 月16 日㈭～ 17 日㈮はメンテナンスのため休館します。
※�毎週火曜日、定期風呂清掃のため（9:00 ～ 14:00）。14 時から通

常営業いたします。
　ご不便をおかけしますが、よろしくお願いいたします。

花 葉館

 仙北市民憩いの日  今月は26日㈮
仙北市民入浴料半額にてご利用いただけます。
※仙北市民と確認できるものを持参ください。
 9 月の定休日は10日㈬・24日㈬です。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）東

3131 広報せんぼく広報せんぼく 3030Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations

時


